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はじめに�

� 高等学校では平成��年度から通級による指導が行われています。文部科学省の「学校基本調査」及

び「通級による指導実施状況調査」によると、高等学校における通級による指導を受ける生徒の数

は、平成��年の���人から、令和元年度には���人となっており、増加傾向にあります。�

本県においては、令和３年度までに、県内４校の高等学校で通級による指導が行われており、各校

で取組を進めているところです。令和２年度からは、県立高知北高等学校を通級による指導のセンタ

ー校として位置付け、各校のつながりをより重視して、教員間で情報共有等を行い、実践を深めてき

ました。�

今回、これまでの取組を実践事例集としてまとめるとともに、高等学校における通級による指導の

ノウハウをガイドブックとして編集し、冊子を作成しました。�

� 『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な

学びと、協働的な学びの実現～（答申）』（令和３年１月��日� 中央教育審議会）において、「制度

化されて間もない通級による指導の充実やその指導体制、指導方法の確立など、特別支援教育コーデ

ィネーターや通級による指導の担当教師を中心に、校長のリーダーシップのもと、学校全体で高等学

校における特別支援教育の充実に取り組むことが重要である。その際、特別支援教育コーディネータ

ーや通級による指導の担当教師をはじめとする教師の資質向上のための研修や、全校の教職員及び生

徒の特別支援教育に関する理解を促す取組も重要である。また、発達障害等のある生徒の中には、本

人や保護者が障害の可能性に気が付いていない場合もあることから、気になる生徒の実態把握を行

い、本人等の意向も踏まえつつ、卒業後を見据えた適切な指導や必要な支援を実施していくための支

援体制の構築も重要である。」と、高等学校における通級による指導の課題が述べられています。�

� 本冊子が、これらの課題解決に向けた支援資料の一つとして活用され、今後の通級による指導の更

なる充実はもちろんのこと、高等学校における特別支援教育の充実に向けた取組の一助となりますこ

とを願っています。�

� 最後に、取組事例や資料を提供いただきました、県立中芸高等学校、県立城山高等学校、県立高知

北高等学校、県立大方高等学校の皆様に対し、お礼を申し上げます。�
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�

通級による指導の開始までの一般的な流れを、フロー図で説明します。また、「第３章� 資料」

では、実践事例を提供いただいた４校のフロー図を示していますので、参考にしてください。�

�

《開始までの流れ（例）》�

� � � � � � � � � � � ３月� 中学校への生徒情報聞き取り（合格発表後）�

� � � � � � � � � � � � � � 合格登校日（リーフレット等で説明）�

� � � � � � � � � � � ４月� 聞き取り内容、引継ぎシート等の情報共有�

� � � � � � � � � � � ４月～６月� �

行動観察�

� � � � � � � � � � � � � � 定例学年会等で、生徒情報の収集・共有�

� � � � � � � � � � � � � � 専門家によるアドバイス（医師、大学教員、特別支援教育課の事

業活用等）�

� � � � � � � � � � � ６月� 保護者面談� � � � � � � �

�

�

� � � � � � � � � � � � ７月� 通級指導委員会で受講の可否を審議�

�

�

� � � � � � � � � � � � ９月� 通級指導担当と担任で、個別の教育支援計画、個別の指導�

計画を確認�
� � � � � � � � � � � � � �

通級指導委員会で情報共有�

� � � � � � � � � � � � � � � 四者面談（本人、保護者、ホーム主任、通級指導担当）�

� � � � � � � � � � � � � � � 個別の教育支援計画、個別の指導計画の確認�

� � � � � � � � � � � � ２学期～３学期� 通級の指導実施� � � �

� � � � � � � � � � � � � � � 定例学年会、通級指導担当者会、授業担当者会等で情報共有�

� � � � � � � � � � � � � � � 外部との連携：医療、福祉等�

� � � � � � � � � � � � � � � 専門家による指導に関するアドバイス�

� � � � � � � � � � � � ２月� 評価と次年度の指導について� � �

①周� 知�

②実態把握�

③本人保護者
のニーズ把握�

④対象生徒の決定�

⑤個別の教育支援計画�

個別の指導計画� 作成�

�

⑥通級による指導
と授業担当等との
連携�
�

２� 通級による指導の開始までの流れ�
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○様式２表（指導に関する記録）の「各教科・科目等の学習の記録」では、「総合的な探究の時間」、

「小計」の間に、「自立活動」を �行追記し、修得学年に単位数を記載する。�

� 評
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評
定�

修
得
単
位
数�

修
得
単
位
数
の
計�

備考�

� � � � � � � � � � �

総合的な探究の時間� � � � � � � � � � �

自立活動� � � � � � � � � � �

小� � 計� � � � � � � � � � �

留� � 学� � � � � � � � � � �

合� � 計� � � � � � � � � � �

�

○様式２裏（指導に関する記録）の「総合所見及び指導上参考となる諸事項」では、通級による指導

を受けた学校名、通級による指導の授業時数及び指導機関、指導内容や結果等を記載する。�

�

『「通級による指導」の教育課程上の取り扱いにおける配慮事項について』�

高知県教育委員会事務局� 高等学校課� より� �

�

�

�

�

総合所見及び指導上参考となる諸事項�

第

１

学

年�

�

第

２

学

年�

�

第

３

学

年�

�

第

４

学

年�

�

通級による指導を受けた学校名、通級による指導の授業時数及び指導機関、指導内

容や結果等�
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３� 指導の実際�

� 題材の計画� �

� 【題材名】コミュニケーションの力を高めよう「上手な声かけの仕方（報告・連絡・相談）」�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 全１０時間�

題材の指導のねらい�

� � ○上手な報告・連絡・相談の仕方のポイントを知る。�

� � ○仕事の流れの中で、ポイントに基づいて報告・連絡・相談をすることができる。�

�

題材の評価の観点�

� � ○上手な報告・連絡・相談の仕方のポイントを知ることができたか。�

� � ○仕事の流れの中で、ポイントに基づいて報告・連絡・相談をすることができたか。�

� � ○取組はどうだったか。（指示理解・意欲・態度）�

�

具体的な手立て（教材・教具の紹介� 等）�

�

� ⑴実際により近い状況・場面設定�

� � コミュニケーションを扱う単元においては、ロールプレイをすることでポイントを理解できたか確
認するが、「単発の場面設定における達成度」と、「実際のコミュニケーション場面における達成度」
が必ずしも一致しないことがある。本単元においては、特に後者に力点を置き、「実際の仕事の流れの
中で、コミュニケーションを取る」ということに留意する。各校務分掌から簡単な事務仕事を頂き、
「作業説明⇒作業⇒終了報告⇒校務分掌担当の教員へ納品」という流れで仕事をこなす中で、場合に
応じたコミュニケーションを取るという課題である。教員は「上司・同僚役」となり、途中で仕事に
関する報告や相談・質問を受け付けたり、仕事の指示を出したりすることになる。この時、生徒達に
は、上司・同僚役に対して「すみません。○○さん、今お時間よろしいでしょうか」、「ありがとうご
ざいます」、などの「クッション言葉」を使うことや、他者と適切な距離感で話すこと、質問や説明を
する時には５Ｗ１Ｈを意識することなどを求める。また、納品する時には、対象である校務分掌担当
教員に対して、クッション言葉に加えて終了の報告や検品の依頼、その他の対応（質問する、される
等）が適切にできるように意識させている。�

�

� ⑵状況設定を変えて、繰り返し練習�

� � 各分掌から「学校便りの印刷と配付」、「進路資料の整理」、「データの打ち込み」、「封筒へのタック
シール・切手貼り」、「資料のホッチキス綴じ」など複数の仕事を頂いた。しなければならないコミュ
ニケーション（報告・連絡・相談等）のポイントや内容は同じでも、仕事内容が異なれば、タイミン
グや質問の内容、そして納品する対象も変わってくる。実際に生徒が将来経験するであろう業務の形
により近い状況でシミュレーションと練習を行えるように、「変化をつけ、繰り返す」ということに留
意している。繰り返し練習し、習熟することにより、安心してコミュニケーションを行うことができ
るようにしている。�

� �

⑶ポイントは、スライド資料で視覚的に繰り返し示す�

� � 理解をして欲しいポイントは、右の図のように�
� クイズ形式のスライドに示し、毎回繰り返し確認�
� を行っている。もちろん、覚えていても実際の場�
� で行うことが難しいことの方が多いので、ロール�
� プレイの振り返りにおいて、ポイントに基づいた�
� アドバイスを行うようにしている。�
�

�
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� � ⑷指示書やワークシート・スライドなどを用い、説明・指示系統の可視化を行う�

� � � 初めて実施する活動の場合、口頭の説明だけでは理解が難しい場合が多い。このため、最初は指
示書やワークシートなどを用い、可視化して示すようにしている。単元が進むに従って、「あえて口
頭を中心として伝え、メモを取らせる」、「あえて途中で指示を変更する」など、実際の場面に近い
状況で対応の練習ができるように留意している。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� 授業の様子�

�

※個人情報保護の観点から、一部画像を加工している。また、前年度の同一単元の写真も含む。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
� � ↑封筒への切手貼り� � � � � � � � � ↑作業終了の報告� � � � � � � ↑ホッチキス綴じ�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� � ↑進路資料の整理� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ↑板書・指示書�
� � �
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４� 生徒の変容�

� 個別の変容�

� � �
当該生徒は、年度当初、「コミュニケーションに自信がない。場合に応じて何を言えばいいか分から
ない」という考えを持っており、特に職員室に入り、教員などに依頼をすることにも躊躇するような
面があった。しかし、「ＡのときはＢすべきだ」などという定式的な概念理解は比較的容易にでき、か
つ、教科学習などにおいて自分で決めた家庭学習のルーティンを継続することも �年次からできてい
た。この点を強みと捉え、理解して頻回に繰り返すことである程度習熟し、安心してコミュニケーシ
ョンを取ることができるのではないかと考えた。�
当該生徒の通級指導においては、「何を言えば良いかを理解する」、「理解したことを踏まえて何度
もコミュニケーションの場面を練習して自信をつける」ということを主眼に置き、単発の場面を想定
したロールプレイの繰り返し練習に次いで、先述のような不確定要素を多く含むコミュニケーション
の疑似体験に移行していった。最初は、前者のような単発の場面のロールプレイでも、実施前に「緊
張する…」と発言したり、実施中に「あ…」と発言して固まってしまったりするなどの姿が見られた。
しかし、やはり「ＡのときにはＢすべきだ」というようなポイントの概念的理解は早く、これを踏ま
えた実践を繰り返すことで次第に先述のような姿を見せることは少なくなった。そして本単元「上手
な声かけの仕方（報告・連絡・相談）」においては、コミュニケーションに関わる場面では、そのよう
な姿はほとんど見られなくなった。�
一緒に通級を受講している生徒がなんと言えば良いか困っている時に、「こういう時はまず『今お
時間大丈夫ですか』と声をかけたらいいよ」などとアドバイスをする場面や、「今日は先生に用件をう
まく伝えることができて、自信がつきました」という前向きな発言の機会も増えた。当該生徒は、通
級や進路に関する活動を経て、コミュニケーションにおいて自信をつけてきたと考えられる。�
�

� 般化された状態・まとめ� �

� � �
� � 成果としては、改まった（教員に依頼や質問などをする）場面で、授業で提示されたポイント（「声
をかけるときはクッション言葉を使う」、「依頼をした後はお礼を述べる」など）を忠実に守って話す
ことができるようになったことが挙げられる。当該生徒は、進路決定に向けて、願書の提出や面接練
習に係る依頼・報告・連絡・相談などの必要が生じ、自然と教員とコミュニケーションを取る場面が
増えたが、その際も丁寧に、過度に緊張することなく話すことができていた。当該生徒に対応した教
員などから「今お時間大丈夫ですか、と配慮ある言葉をかけられるようになったね」などのフィード
バックを頂くことができた。�

� � 課題としては、人によっては「堅苦しい」と感じてしまうような話し方であるということが挙げら
れる。本単元の授業では、まず「言い方を学び、それに基づいて他者に伝える」ということに主眼を
置き、より高次のコミュニケーションスキル（すなわち、「相手の反応から理解度を推測・確認しなが
ら話す」、「予想外の複雑なやりとりにおいて、適切に対応する」など）については、さほどの比重を
置いて取り扱ったわけではなかった。このためか、「ポイントを守って伝えなければ」という気持ちが
先に立ち、一気に話してしまう場面もあった。�

� � これらの課題を踏まえ、以降のコミュニケーションを扱う単元では「自然に話す」こともポイント
として指導・支援を行っているところである。�
当該生徒は、高等学校卒業後、専門学校へ進学して �年の就学を経て就業することとなる。もとも
と診断等は有しておらず、「コミュニケーション上の困り感を克服したい」ことを主な理由として受
講した生徒であり、特別な配慮のある職場等での就業は現在のところ想定していない。当該生徒が就
業する企業あるいは官公庁においては、一般的に「不確定なコミュニケーション」が生じることが比
較的多いであろう。授業の中で上記のことを想定し、意図的に不確定要素のあるコミュニケーション
場面を織り込んで展開し、実際の形により近いシミュレーションを行うこと自体は可能である。具体
的には「作業中に話しかけられる」、「指示が変更される」、「複数の作業を、優先順位をつけて時間内
に遂行しなければならなくなった」、「予想外の質問をされた」などの状況を設定することである。し
かし、実際の就業場面では上記を遂行する「来客対応」、「電話対応」、「メールのチェック」、「予定の
調整」、「会議」など、さらに多くの不確定要素の中で複雑な対応を迫られていくことになる。このよ
うな点について、授業の中で指摘・言及することは可能でも、それを体験させ、実感を持って理解さ
せることは（少なくとも現環境においては）容易ではない。この点は、本校として提供できる支援の
限界でもあるだろう。不確定な状況に合わせて、自分のコミュニケーションをアップデートさせてい
く基礎となるスキルを身につけさせる取組として、実践を磨き上げなければならない。そして「キャ
リア教育」的な内容の必要性が本校において高まっていることにも鑑み、例えば、企業等の見学や体
験実習などが必要に応じて実施できるような仕組みづくり等を含めた支援システムを構築していく
必要がある。�
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校内支援体制について� � � 学校名（� Ａ高等学校� ）�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

実態把握� ・� 月：引継ぎシート等の把握�

・� 月：通級教育推進委員会（教頭・教務主任・生徒指導主事・特支 ��・通級担当）�

・� 月～� 月：通級担当を中心に主に通級対象の候補となり得る生徒の気になる行動を

観察�記録�共有（アドバイザーの山田特別支援学校田野分校教諭を含む）、全教職

員への周知�

・� 月：授業担当者�ホーム主任との情報共有（実態把握アンケート）�

・� 月：学年会において対象者の候補を決定、通級教育推進委員会で情報共有�

・�

本人保護者の
ニーズ把握�

対象生徒の決定�

個別の教育支援計画�

個別の指導計画� 作成�

�

通級による指導と授
業担当等との連携�

・� 月：前期期末考査後の四者（本人�保護者�通級担当�ホーム主任）面談においてニ

ーズ把握、通級による指導担当から想定される授業内容の説明、受講意思の確認、

個別の指導計画�教育支援計画作成についての同意�

・�月：通級教育推進委員会における情報共有�管理職の承認�

�

・� 月：通級担当とホーム主任が協議の上作成→アドバイザー（分校教諭）

の指導�助言→決裁�

・� 月～：支援会（本人�保護者�通級担当�ホーム主任�����特支 ���行政の支援

担当者等）あるいは四者面談（本人�保護者�通級担当�ホーム主任）等におけ

る指導�支援の計画�方針についての情報共有及び確認等�

�

・随時：情報共有（教頭�教科担当�生徒指導担当�教育相談�特支 ���通級

担当�������� 等）�

・週１程度：ホーム主任との情報共有�

・医療�福祉等関係機関との連携�

・アドバイザー（分校教諭）の支援内容に関する助言�

・各学期：学期ごとの評価をホーム主任と協議のうえで記述�

・�月：通級教育推進委員会（入学生徒に関する情報整理と次年度の支援

体制についての検討等）�
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『Ｂ高等学校の取組』�

テーマ：コミュニケーションに困難さのある生徒への指導�

�１� 対象学年・生徒の様子� �

� � �

２� 指導方法・指導時間�

� １年次…週１回� 放課後� 担当教員２名、対象生徒５名の小集団での指導�
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�
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言う。友人以外と
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い。�
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状況に合わせたコ
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る。�

２� 心理的な安定�

（３）障害による学習上

または生活上の困難を改

善・克服する意欲に関す

ること�

�

３� 人間関係の形成�

（４）集団への参加の基

礎に関すること�

�

６� コミュニケーション�
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ュニケーションに関する
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３� 指導の実際�

� 題材の計画� �

� 【題材名】様々な形で人と関わり、コミュニケーションをとろう�

�

題材の指導のねらい�

� � ○目的があれば、ふだん接することが少ない同級生ともコミュニケーションをとることができる。�

� � ○場の雰囲気や状況に応じてコミュニケーションをとることができる。�

�

題材の評価の観点�

� � ○目的を果たすためにコミュニケーションを取ることができたか�

� � ○相手の気持ちや状況に配慮したコミュニケーションがとれたか�

� � ○取り組みはどうだったか�

�

具体的な手立て（教材・教具の紹介� 等）�

� � ①校外学習（１年次に１回）…通級のメンバーでボーリングを楽しむ。�

②調理実習（年間で２～３回）…通級のメンバーで作って食べたいものを決め、実際に調理を行う。�

� � ③「読む力」（年間で１～２回）…小説の続きを考え、みんなで回し読みをする。�

� � ④慣れない大人へのインタビュー（２年次に�回）…接点が少ない先生にインタビューをしてくる。�

� � ⑤「はぁって言うゲーム」（年間で４回程度）…お題カードに書かれた様々な表現を演じて、それを�

当ててもらうことを目指すコミュニケーションゲームを行う。�

※①～③は、コミュニケーションの練習として、何かを媒介して人と関われるように設定した。�

� � � ④、⑤は、自分の個性を出して人と関わる必要があるものとして設定した。�

�

� 授業の様子（上の手立てのうち、①・②・③・⑤の様子を掲載）�

� ①校外学習（１年次に１回実施）…通級のメンバーでボーリングを楽しむ。�

� � � � � � � � � � � � � � � � � 冬休みの半日を使い、私服で公共交通機関を利用するという�

条件で実施。�は最初、私服であることや、電車に乗ることな

どに抵抗を示していたが、自分の友人を１名連れてくることで

スムーズに参加した。�

温和な友人の存在もあり、�も、ふだんはあまり話さない通

級のクラスメートとも自然に関わっているように見えた。ボー

リングが始まれば、みんなで食べ物を注文したり、スコアを競

い合ったりという姿が見られ、楽しめているようだった。�

� � � � � � � � � � � � � � � � � 友人の存在があって、�もリラックスできているようだった。

社会に出た時に、自分一人でも他者に関わっていこうとする力

は課題として残った。�

�

� � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � �
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②調理実習（年間で２～３回）…通級のメンバーで作って食べたいものを決め、実際に調理を行う。�

� � � � � � � � � � � � � メニューやレシピは、ネットなどを使って、生徒たちが好きなも

のを選び、買い出しも生徒たちでするようにしている。�は、１年

次の時は、連れてきた友人と卵焼き、サンドイッチを作った。� � �

２年次でも同じ友人を連れてきて、ピザを生地から作ることに挑

戦することになった。その友人が、調理実習当日は体調不良で欠席

した。� が授業に来るか心配されたが、時間通りに来て、「１人で

大丈夫」と作り始めた。最初は１人でピザ生地を作っていたが、そ

のうち自分の担当料理を終えた生徒が手伝いに入ると、その生徒

と一緒になってピザ作りを行った。�

� � � � � � � � � � � � � � � � 生地が十分に伸びず、不格好になってしまったが、味は十分におい�

しいピザが仕上がった。�は食べながら「最初でこれやったらピザ�

屋が開けるかも」と嬉しそうに話していた。他のグループが作ったパ�

フェや焼きおにぎりも完食していた。�

� ３年次終盤の授業で、好きなものを作ってお別れ会をする企画を�

した時、�は「去年のピザおいしかったでね」と振り返り、「２年の�

時に食べた焼きおにぎりを作ってみたい」と言った。授業で取り組ん�

だことが、�の中で思い出となり次の活動にもつながったことが、�が�

� 年間で徐々に通級の授業を受け入れていったことを表しているよう�

に思えた。�

�

� �

③「読む力」（年間で１～２回）…小説の続きを考え、みんなで回し読みをする。�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 「読む」ことを目的として実施した。１つの小説を四分�

割する。分割したところで、自分で小説の続きを考えて書

く。それをみんなで回し読みする。また小説本来の続きを

読んで、分割されたところで続きを考えて書く、という内

容で行った。ただ単に物語を読むだけではなく、物語の先

を読む、人の考えを読む、ということも目指した。小説の

題材としては、星新一のショート・ショートを使った。�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � この授業は、多くの生徒に好評だった。�も、１年次の�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 最後の授業で１年間を振り返らせた時、感想として「私が�

この１年間の通級の授業の中で特におもしろかったのは�

小説の授業です。理由は、小説の内容がおもしろかったか�

らです。自分と相手の思いは違うということを学んだ。」と�

と書かれていた。�

� �
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条件で実施。�は最初、私服であることや、電車に乗ることな

どに抵抗を示していたが、自分の友人を１名連れてくることで

スムーズに参加した。�

温和な友人の存在もあり、�も、ふだんはあまり話さない通

級のクラスメートとも自然に関わっているように見えた。ボー

リングが始まれば、みんなで食べ物を注文したり、スコアを競

い合ったりという姿が見られ、楽しめているようだった。�

� � � � � � � � � � � � � � � � � 友人の存在があって、�もリラックスできているようだった。

社会に出た時に、自分一人でも他者に関わっていこうとする力

は課題として残った。�

�

� � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � �
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

���
�

� � ⑤「はぁって言うゲーム」（年間で４回程度）…お題カードに書かれた様々な表現を演じて、それを�

当ててもらうことを目指すコミュニケーションゲームを行う。�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � 通級受講生に共通する課題はコミュニケーション力であっ

た。実際、３年間共に授業をしていても、必要以外のことを積

極的に話す様子は多く見られなかった。そこで、３年次生より

「はぁって言うゲーム」を取り入れるようにした。お題カード

には、例えば、「ありがとう」であれば、「ロックシンガーの『あ

りがとう』」「両親に『ありがとう』」など、人前で演じるには勇

気のいるものもある。Ａが積極的に取り組めるかどうか心配で

あったが、他の通級メンバーが熱演したことに「お前、すごい�

な」と賛辞を述べ、Ａも演じるのが難しいお題にも積極的に取り組むようになった。前述の「ロックシ�

ンガーの『ありがとう』」では、ギターを弾く真似をしながら「ありがとお！」と大声で言い、その場を�

一気に盛り上げた。それ以来、テスト明けの授業で、リラックスのために何をしたいか問うと、「あのゲ�

ームをしたい」と言うようになったので、定期的に行うようにした。通級メンバーの中では、ある程度�

自分をさらけ出して遊ぶこともできるようになった。�

４� 生徒の変容�

� 個別の変容�

� ・１年次の前半は授業に来ないことや、来てもずっと寝ている、あるいは投げやりな発言をすること�

が多く見られたが、そのうち、通級のメンバーではない自分の友達を連れてくることで、授業の指�

示内容に素直に取り組むことができた。２年次の後半からは、�人でも授業に来る頻度が高まった。�

� ・本校では毎年１月に「課題別研究発表会」を実施している。これは、各学年の代表が、総合的な探�

究の時間等を使って１年間かけて取り組んだことをまとめて発表するものである。３年次生は、進�

路に向けた取り組みを発表するようになっていた。Ａが２年次生の時、通級受講生でもある３年次�

生Ｂが学年代表として発表を行った。Ｂは、自分を成長させた取り組みとして、様々なものを挙げ�

ていたが、その１つに通級の授業があった。Ｂの発表を聞いたＡが、感想文の中で「通級の授業を�

何のために行っているかが分かった」と書いてあったと、後から担任が教えてくれた。�

� ・入学当初、通級を受講したい理由として、本人は学習面のことを挙げていた。しかし、学校生活の

中で気になったのは、学習面よりもＡの言葉遣いであった。通級では主にコミュニケーションに焦

点を当てて取り組んできたので、Ａのモチベーションが下がってしまったのかもしれない。しかし、

２年次の後半には「おれはコミュ症やし」と、自分のソーシャルスキルの課題について自ら口にす

るようになり、授業のテーマとして取り組みやすくなった。�

� 般化された状態� �

� � ・３年次になって、週に２回来校するスクールカウンセラーが授業に参加し、�に話しかけた時、�

敬語も交えながら受け答えができていた。また他校の先生が視察に来られた時、すごろくトーク

をしていただいたが、� は初対面の大人の人を相手にして、自己開示もしつつ、雑談をすること

ができていた。相手をしてくださった先生からも高評価をいただいた。�

�
�
�
�

（米光�一成� 著� � 幻冬舎）�
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校内支援体制について� � � 学校名（� Ｂ高等学校� ）�
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実態把握�

・�月：合格者登校日にて全体に通級（���）の説明�

� � � � 個別面談の実施・希望する保護者に通級申込書を配付�

・�月：引継ぎシートを確認・全教員と情報の共有�

� � � � 通級に申し込んだ保護者・本人との面談�

対象生徒の決定�

個別の教育支援計画�

個別の指導計画� 作成�

�

通級による指導と授
業担当等との連携�

・�月：生徒と通級担当者との二者面談で生徒の意向を再確認�

・�月：保護者と通級担当者との二者面談で保護者の意向を再確認�

� � � � 最終申込用紙を配付�

・�月～�月：��� 推進委員会（校長・教頭・教務部長・養護教諭・生徒

支援 ��・特別支援教育学校 ��・通級担当者）：対象者について情報

共有及び受講者手続きの確認�

・�月：本人保護者より最終申し込み用紙が提出される�

⇒受講者の最終決定�

・適宜：ホーム主任、教科担当教員と通級指導担当の情報交換�

・関係先（医療・福祉等）との連携�

・専門家による指導に関するアドバイス�

・毎回授業前後に授業担当者間で情報共有�

・１月：本人・保護者について次年度の受講についての希望調査�

本人保護者の�
ニーズ把握�

・�月～�月：通級に申し込んだ生徒の様子を観察�

・�月～�月：通級のお試し授業の実施�

・月１回、生徒支援委員会（教頭・生徒部長・補導専任・学年主任・

養護教諭・人権教育主任・生徒支援 ��・特別支援教育学校 ��・��・

���）にて支援に関する情報共有や対応の協議�

・�月：選定にかかる専門家によるアドバイス�

本人保護者の�
ニーズ再確認�

・長期休業中：面談期間に通級担当者も受講生徒の保護者と二者面談を

実施し、指導計画や支援計画の内容を確認�

・�月：��� 推進委員会にて個別の指導計画の確認⇒指導要録への記載�

・�月：個別の指導計画を生徒に渡す�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

���
�

� � ⑤「はぁって言うゲーム」（年間で４回程度）…お題カードに書かれた様々な表現を演じて、それを�

当ててもらうことを目指すコミュニケーションゲームを行う。�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � 通級受講生に共通する課題はコミュニケーション力であっ

た。実際、３年間共に授業をしていても、必要以外のことを積

極的に話す様子は多く見られなかった。そこで、３年次生より

「はぁって言うゲーム」を取り入れるようにした。お題カード

には、例えば、「ありがとう」であれば、「ロックシンガーの『あ

りがとう』」「両親に『ありがとう』」など、人前で演じるには勇

気のいるものもある。Ａが積極的に取り組めるかどうか心配で

あったが、他の通級メンバーが熱演したことに「お前、すごい�

な」と賛辞を述べ、Ａも演じるのが難しいお題にも積極的に取り組むようになった。前述の「ロックシ�

ンガーの『ありがとう』」では、ギターを弾く真似をしながら「ありがとお！」と大声で言い、その場を�

一気に盛り上げた。それ以来、テスト明けの授業で、リラックスのために何をしたいか問うと、「あのゲ�

ームをしたい」と言うようになったので、定期的に行うようにした。通級メンバーの中では、ある程度�

自分をさらけ出して遊ぶこともできるようになった。�

４� 生徒の変容�

� 個別の変容�

� ・１年次の前半は授業に来ないことや、来てもずっと寝ている、あるいは投げやりな発言をすること�

が多く見られたが、そのうち、通級のメンバーではない自分の友達を連れてくることで、授業の指�

示内容に素直に取り組むことができた。２年次の後半からは、�人でも授業に来る頻度が高まった。�

� ・本校では毎年１月に「課題別研究発表会」を実施している。これは、各学年の代表が、総合的な探�

究の時間等を使って１年間かけて取り組んだことをまとめて発表するものである。３年次生は、進�

路に向けた取り組みを発表するようになっていた。Ａが２年次生の時、通級受講生でもある３年次�

生Ｂが学年代表として発表を行った。Ｂは、自分を成長させた取り組みとして、様々なものを挙げ�

ていたが、その１つに通級の授業があった。Ｂの発表を聞いたＡが、感想文の中で「通級の授業を�

何のために行っているかが分かった」と書いてあったと、後から担任が教えてくれた。�

� ・入学当初、通級を受講したい理由として、本人は学習面のことを挙げていた。しかし、学校生活の

中で気になったのは、学習面よりもＡの言葉遣いであった。通級では主にコミュニケーションに焦

点を当てて取り組んできたので、Ａのモチベーションが下がってしまったのかもしれない。しかし、

２年次の後半には「おれはコミュ症やし」と、自分のソーシャルスキルの課題について自ら口にす

るようになり、授業のテーマとして取り組みやすくなった。�

� 般化された状態� �

� � ・３年次になって、週に２回来校するスクールカウンセラーが授業に参加し、�に話しかけた時、�

敬語も交えながら受け答えができていた。また他校の先生が視察に来られた時、すごろくトーク

をしていただいたが、� は初対面の大人の人を相手にして、自己開示もしつつ、雑談をすること

ができていた。相手をしてくださった先生からも高評価をいただいた。�

�
�
�
�

（米光�一成� 著� � 幻冬舎）�
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『Ｃ高等学校の取組』�

テーマ：書字に困難さのある生徒への指導�

�

�１� 対象学年・生徒の様子� �

� � �

２� 指導方法・指導時間�

� ・毎週金曜日� ５、６校時� 個別指導�

生徒の様子� 課題� つけたい力� 自立活動の内容�

１年� 男子�

・ノートの罫線に沿っ

て書くことが難しい。�

・レポートの文字が判

別できないため、教科

担当から書き直しの依

頼があった。�

・答えは間違っていな

いが、書字の間違い等

で誤答と判断されてし

まう可能性が高い。�

・自分では書字した文

字の判別ができるた

め、相手に伝わる文字

になっていないことに

気づいていない。�

・鉛筆の持ち方が独特

である。�

・書字は７単語目くら

いから疲れて手が動き

づらくなる。�

・バドミントンでは、サ

ーブでもシャトルをラ

ケットに当てることが

難しい。�

�

・回答欄からはみ出し

て書く。�

・書字した文字が、相手

に読めない。正確な字

が書けていない。図形

を描くように文字を書

く。�

・欄外に試し書きなど

を残したまま提出す

る。�

�

�

�

�

�

・現在のところ、代替手

段や支援が必要な状態

にあることなど、自己

に対する適切な認識が

できていない。�

・身体の動かし方の基

礎基本の経験や習得が

十分でない。�

【長期目標】�

・自分の状態を理解し、

学習や練習を通して正

しい書字文字の習得を

したり、代替手段等の

支援を求めたりするこ

とができるようにな

る。�

�

【短期目標】�

・書字に関して適切な

自覚ができる。�

・代替手段を利用した

レポート作成および提

出ができる。�

１� 健康の保持�

（４）障害の特性の理

解と生活環境の調整に

関すること�

�

２� 心理的な安定�

（３）障害による学習

上又は生活上の困難を

改善・克服する意欲に

関すること�

�

４� 環境の把握�

（２）感覚や認知の特

性についての理解と対

応に関すること�

（４）感覚を総合的に

活用した周囲の状況に

ついての把握と状況に

応じた行動に関するこ

と�

�

５� 身体の動き�

（３）日常生活に必要

な基本動作に関するこ

と�

（５）作業に必要な動

作と円滑な遂行に関す

ること�

40



３� 指導の実際�

� 題材の計画� �

【題材名】書字の代替手段を利用する手続きを習得しよう�

① 自分の状態を知ろう�

② 自分に良いやり方を選ぼう�

③ 入力提出の手順を練習しよう�

④ 必要な場面で行おう�

題材の指導のねらい�

� � ○自分の書字の状態について理解する。�

� � ○代替手段でのレポートの提出の手続きを習得し活用できるようになる。�

題材の評価の観点�

� � ○自身の書字したものに対する適切な理解ができたか。�

� � ○代替手段でのレポート作成の手順が理解できたか。�

� � ○代替手段でのレポート提出の流れを理解し行動できたか。�

具体的な手立て（教材・教具の紹介� 等）�

自分の書字の状態に気づく必要があるため、実際に提出されたレポートを、文字の判別ができる

かという点と内容の点の両方の観点から、レポート提出の多い２科目の担当教師に採点を依頼した。

内容のみを採点した場合の正答率は ��～��％、文字の間違い等を含めると ��～��％となった。そ

の結果を生徒に示すと、ＰＣ入力によるレポート提出を受け入れ、以下の学習を行うこととなった。�

�

事前に管理職と相談し、可能な方

法を検討したうえで、レポート提出

の多い科目の教師に確認し、理解を

得て実施した。�

【提案】�

通常のやり方以外の、書字を代替

するやり方があることを知らせる。�

�

� �
【自己理解・自己選択】それぞれのメリット、デメリットを知らせ、自分にとって良い方法を選

択できるようにした。�

�

『Ｃ高等学校の取組』�

テーマ：書字に困難さのある生徒への指導�

�

�１� 対象学年・生徒の様子� �

� � �

２� 指導方法・指導時間�

� ・毎週金曜日� ５、６校時� 個別指導�

生徒の様子� 課題� つけたい力� 自立活動の内容�

１年� 男子�

・ノートの罫線に沿っ

て書くことが難しい。�

・レポートの文字が判

別できないため、教科

担当から書き直しの依

頼があった。�

・答えは間違っていな

いが、書字の間違い等

で誤答と判断されてし

まう可能性が高い。�

・自分では書字した文

字の判別ができるた

め、相手に伝わる文字

になっていないことに

気づいていない。�

・鉛筆の持ち方が独特

である。�

・書字は７単語目くら

いから疲れて手が動き

づらくなる。�

・バドミントンでは、サ

ーブでもシャトルをラ

ケットに当てることが

難しい。�

�

・回答欄からはみ出し

て書く。�

・書字した文字が、相手

に読めない。正確な字

が書けていない。図形

を描くように文字を書

く。�

・欄外に試し書きなど

を残したまま提出す

る。�

�

�

�

�

�

・現在のところ、代替手

段や支援が必要な状態

にあることなど、自己

に対する適切な認識が

できていない。�

・身体の動かし方の基

礎基本の経験や習得が

十分でない。�

【長期目標】�

・自分の状態を理解し、

学習や練習を通して正

しい書字文字の習得を

したり、代替手段等の

支援を求めたりするこ

とができるようにな

る。�

�

【短期目標】�

・書字に関して適切な

自覚ができる。�

・代替手段を利用した

レポート作成および提

出ができる。�

１� 健康の保持�

（４）障害の特性の理

解と生活環境の調整に

関すること�

�

２� 心理的な安定�

（３）障害による学習

上又は生活上の困難を

改善・克服する意欲に

関すること�

�

４� 環境の把握�

（２）感覚や認知の特

性についての理解と対

応に関すること�

（４）感覚を総合的に

活用した周囲の状況に

ついての把握と状況に

応じた行動に関するこ

と�

�

５� 身体の動き�

（３）日常生活に必要

な基本動作に関するこ

と�

（５）作業に必要な動

作と円滑な遂行に関す

ること�
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�

�

�

【併せて学習した提出物のマナーについての学習】�

� 現在は、上記のレポートのみデータ入力したものを提出することが可能となっており、定期考査など

については書字による提出となっている。また、入力したレポートであってもＢ４サイズの用紙を４回

折りたたんだ状態で提出したり、定期考査の解答用紙の欄外に、試し書きをした漢字が残っていたり、

枠からはみ出て記入されていたりしたため、提出物のルールとして以下の学習を併せて行った。�

�

� 書字では、ひらがな、カタカナ、

漢字、アルファベットなど、全部

ではないが全てにおいて見えづら

い文字があり、すぐに改善するこ

とは難しい。�

� 個別の指導計画で目標とした文

字のアセスメントを終え、書き順

アプリ等を利用して書字の学習を

進めているが、当面はマナーとし

て意識づけるようにしている。�

�

�

【行動レベルでの指導】�

本校では初めての試みのため、他の

科目でも通用するよう、丁寧な行動と

なるような手順書を作成し提示した。�

【ルールの確認】�

現在のところ校内で

行っているため、生徒に

入力前データを持ち帰

らせることは行ってい

ないが、今後の展開を想

定し、ルールを確認し

た。�

�
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�

�

�

【併せて学習した提出物のマナーについての学習】�

� 現在は、上記のレポートのみデータ入力したものを提出することが可能となっており、定期考査など

については書字による提出となっている。また、入力したレポートであってもＢ４サイズの用紙を４回

折りたたんだ状態で提出したり、定期考査の解答用紙の欄外に、試し書きをした漢字が残っていたり、

枠からはみ出て記入されていたりしたため、提出物のルールとして以下の学習を併せて行った。�

�

� 書字では、ひらがな、カタカナ、

漢字、アルファベットなど、全部

ではないが全てにおいて見えづら

い文字があり、すぐに改善するこ

とは難しい。�

� 個別の指導計画で目標とした文

字のアセスメントを終え、書き順

アプリ等を利用して書字の学習を

進めているが、当面はマナーとし

て意識づけるようにしている。�

�

�

【行動レベルでの指導】�

本校では初めての試みのため、他の

科目でも通用するよう、丁寧な行動と

なるような手順書を作成し提示した。�

【ルールの確認】�

現在のところ校内で

行っているため、生徒に

入力前データを持ち帰

らせることは行ってい

ないが、今後の展開を想

定し、ルールを確認し

た。�

�
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校内支援体制について� � � 学校名（Ｃ高等学校）�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

実態把握�

［１年生］�

・�月：聞き取り内容、引継ぎシート等の情報共有�

・�月：［通級指導委員会］�

・�月～�月：通級担当による気になる行動を観察�

� � � � � � �［定例学年会］で生徒情報の収集・共有�

・�月：［通級担当者会］情報共有�

・�月：［授業担当者会］情報共有（実態把握シート）�

・�月：選定にかかる専門家によるアドバイス�

� � � � 医療アドバイザー（Ｒ�年度まで脇口明子先生）、�

松本秀彦先生（高知大学、通級による指導担当教員等�

専門性充実事業）

・�月：［通級指導委員会］対象者についての情報共有及び受

講手続の確認�

［２・３年生］�

・４月～：通級受講開始�

・４～６月［定例学年会］［通級担当者会］［授業担当者会］�

情報収集・共有�

周知� ［新１年生］�

・�月：中学校への生徒情報聞き取り（合格発表後）�

・�月：合格者登校日（リーフレットで通級について説明）�

［２・３年生］�

・�月：三者面談に通級指導担当が参加、今年度・次年度の学習内

容確認（個別の指導計画、個別の教育支援計画）�

・�月：受講願い提出�

・�月：［通級指導委員会］受講の可否を審議�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

本人・保護者
のニーズ把握�

対象生徒の決定�

個別の教育支援計画�

個別の指導計画� 作成�

�

通級による指導と授
業担当等との連携�

［１年生］�

・�月：［保護者面談］前期中間考査後実施、担任と保護者で行う

面談に通級指導担当が参加、通級による指導が必要と考えられる

生徒や通級に関して問い合わせのあった保護者に対象生徒の学校

生活の様子を伝え、通級による指導を希望するならば受講願を提

出するよう伝える�

［２・３年生］�

・�月［保護者面談］前期中間考査後実施、担任と保護者で行う面

談に通級指導担当が参加、通級指導の様子を伝える�

［１年生］�

・�月：［通級指導委員会］（副校長、教頭、主幹教諭、特別支援

Ｃｏ、該当ホーム主任、ＳＣ、ＳＳＷ、教務主任、教育相

談担当、通級指導担当）受講の可否を審議�

［１年生］�

・�月：個別の指導計画、個別の教育支援計画を通級担当とホーム主

任で確認し、決裁�

・�月：［通級指導委員会］情報共有�

・�月：［四者面談］（本人、保護者、ホーム主任、通級指導担当）�

個別の指導計画、個別の教育支援計画の確認�

・［定例学年会］［通級担当者会］［授業担当者会］情報共有

（ホーム主任、教科担当教員、通級指導担当）�

・外部との連携：医療、福祉等�

・専門家による指導に関するアドバイス� �

通級による指導相談室（高知大学松本秀彦先生）�

・�月：［通級指導委員会］評価と次年度の指導について�

校内支援体制について� � � 学校名（Ｃ高等学校）�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

実態把握�

［１年生］�

・�月：聞き取り内容、引継ぎシート等の情報共有�

・�月：［通級指導委員会］�

・�月～�月：通級担当による気になる行動を観察�

� � � � � � �［定例学年会］で生徒情報の収集・共有�

・�月：［通級担当者会］情報共有�

・�月：［授業担当者会］情報共有（実態把握シート）�

・�月：選定にかかる専門家によるアドバイス�

� � � � 医療アドバイザー（Ｒ�年度まで脇口明子先生）、�

松本秀彦先生（高知大学、通級による指導担当教員等�

専門性充実事業）

・�月：［通級指導委員会］対象者についての情報共有及び受

講手続の確認�

［２・３年生］�

・４月～：通級受講開始�

・４～６月［定例学年会］［通級担当者会］［授業担当者会］�

情報収集・共有�

周知� ［新１年生］�

・�月：中学校への生徒情報聞き取り（合格発表後）�

・�月：合格者登校日（リーフレットで通級について説明）�

［２・３年生］�

・�月：三者面談に通級指導担当が参加、今年度・次年度の学習内

容確認（個別の指導計画、個別の教育支援計画）�

・�月：受講願い提出�

・�月：［通級指導委員会］受講の可否を審議�
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【Ｄ高等学校の取組】�

テーマ：自己理解に課題がある生徒への指導�

�

１� 対象生徒について�

�

生徒の様子� 課題� つけたい力� 自立活動の内容�

・３年生男子�

・自閉症スペクトラム、

���� の診断があり、

定期的に通院してい

る。�

・２年次に、卒業後のこ

とを考え、精神障害

者手帳を取得した。�

・卒業後は就職を希望

している。�

・他者とのコミュニケ

ーションには課題が

あるが、教員の意見

を素直に受け入れる

ことができる。�

・自分の得意なことや

苦手なことを理解し

ていないため、自分

がどんな力を身につ

けるべきかわからな

い。�

・卒業後の自分をイメ

ージすることができ

ていない。�

・自分の考えを他者に

対して言葉で表現す

ることに課題があ

る。�

�

�

・自分のことをよく知

り、自分に適した進

路を考える力。�

・自分の課題を発見し、

改善しようとする

力。�

・自分の考えを整理し、

表現する力。�

�

人間関係の形成�

・自己の理解と行動の

調整�

�

心理的な安定�

・状況の理解と変化へ

の対応�

�

２� 指導方法・指導時間�

� � ・毎週火曜日、金曜日�

� � ・放課後２５分間�

� � ・担当教員と生徒、一対一での指導�

�

３� 指導の実際�

�

題材の計画�

� � 【題材名】自分のことを知り、進路について考えよう。�

�

題材の指導のねらい�

� � 〇自分のことを理解したうえで、進路選択について考える。�

� � 〇今の自分を知り、卒業までに身に付けたい力について考える。�

�

� 題材の評価の観点�

� � 〇自分の得意なことや苦手なこと、好きなことについて理解できたか。�

� � 〇自分のことを知り、進路選択に生かそうとすることができたか。�

〇自分の考えを整理し、表現することができたか。�
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具体的な手立てと授業の様子�

①〈自分に合う仕事とは？〉� �

・「得意なこと」と聞くと、「絵を描くこと」しか出てこず、「それ以外には得意なことはない」と答え

る。そのため、「他人よりも優れているところ」ではなく「やっていても嫌じゃないこと」を選ぶ活

動をした。�

・対象生徒は話すことで自分の考えを整理することができるため、「なぜそう思うか」を一つ一つ聞

き、教員が書き取った。そうすることで、「自分の得意なこと」を考える活動において自分の苦手な

ことも把握させることができた。�

・生徒と同時に教員も行い、その違いを共有した。�

・選んだ「嫌じゃないこと」は、「得意なこと」と言えるということを伝えた。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

【Ｄ高等学校の取組】�

テーマ：自己理解に課題がある生徒への指導�

�

１� 対象生徒について�

�

生徒の様子� 課題� つけたい力� 自立活動の内容�

・３年生男子�

・自閉症スペクトラム、

���� の診断があり、

定期的に通院してい

る。�

・２年次に、卒業後のこ

とを考え、精神障害

者手帳を取得した。�

・卒業後は就職を希望

している。�

・他者とのコミュニケ

ーションには課題が

あるが、教員の意見

を素直に受け入れる

ことができる。�

・自分の得意なことや

苦手なことを理解し

ていないため、自分

がどんな力を身につ

けるべきかわからな

い。�

・卒業後の自分をイメ

ージすることができ

ていない。�

・自分の考えを他者に

対して言葉で表現す

ることに課題があ

る。�

�

�

・自分のことをよく知

り、自分に適した進

路を考える力。�

・自分の課題を発見し、

改善しようとする

力。�

・自分の考えを整理し、

表現する力。�

�

人間関係の形成�

・自己の理解と行動の

調整�

�

心理的な安定�

・状況の理解と変化へ

の対応�

�

２� 指導方法・指導時間�

� � ・毎週火曜日、金曜日�

� � ・放課後２５分間�

� � ・担当教員と生徒、一対一での指導�

�

３� 指導の実際�

�

題材の計画�

� � 【題材名】自分のことを知り、進路について考えよう。�

�

題材の指導のねらい�

� � 〇自分のことを理解したうえで、進路選択について考える。�

� � 〇今の自分を知り、卒業までに身に付けたい力について考える。�

�

� 題材の評価の観点�

� � 〇自分の得意なことや苦手なこと、好きなことについて理解できたか。�

� � 〇自分のことを知り、進路選択に生かそうとすることができたか。�

〇自分の考えを整理し、表現することができたか。�
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

���
�

②〈自分の得意なことと苦手なことの整理〉�

� ・①の活動を経て、特に得意であること、苦手であることを自分でまとめた。�

� ・そこから卒業後にどんな仕事をしたいかを考えた。�

� ・生徒自身に具体的な職業の情報があまりないため、具体的な職業名ではなく、「どんな仕事」「何を

する仕事」というレベルで考えた。�

� �

� �

③〈仕事のイメージを具体的にする。〉�

� ・②の活動から、具体的な職業を調べる。�

� ・それぞれの仕事に対して具体的に考える。�

� ・生徒は一つ一つのことを考えながら話し、教員がメモをとる。�

〈自分に合っている・やりたいと思う仕事〉�

�

〇絵を描く仕事�

� 〇単純作業をする仕事�

� 〇パソコンを使う仕事�

� 〇ものを作る仕事�

� 〇植物を扱う仕事�

� 〇物を売る仕事�

� 〇清掃をする仕事�

〈自分には合わない・やりたくない仕事〉�

�

×人前で話す仕事�
×力仕事�

×電話をする仕事�

×早起きが必要な仕事�

×食品を扱う仕事�

×数字を扱う仕事�

×動物を扱う仕事�

〈自分に合っている・やりたいと思う仕事〉�

�

〇絵を描く仕事⇒漫画家のアシスタント、イラストレーター�

� 「とてもやってみたい」「自分の力ではすぐにはできないと思う」�

� 「今は絵を趣味で描いてＳＮＳに投稿している。他の仕事をして、絵は趣味でやりたい」�

�

� 〇作業をする仕事、ものを作る仕事⇒工場勤務、自動車関係�

� � 「同じことを集中してやることは好き」「お客さんと直接しゃべらないのでいい。」�

� � 「小さいころから自動車が好き。自動車の整備などができればうれしい」�

�

� 〇物を売る仕事⇒スーパーの店員、雑貨屋の店員�
� � 「スーパーや雑貨屋で働くのはやりたいけど、もしお客さんに質問されたらパニックになるかも�

しれない」�

� � 「スーパーの裏で調理をしたりパック詰めをしたりする仕事なら自分に合っていると思う」�

� �

〇清掃をする仕事⇒清掃員�
「掃除をするのは好き」「同じ作業をするのが好きだからいいと思う」�
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

���
�

④〈自分の課題について考える〉�

� ・これまでの活動から、「働くことを考えたときに心配なこと」について考える。�

� ・卒業までに心配事を少しでも減らせるようにしていくという共通の目標を確認。�

・生徒の挙げた心配事を、自分自身の課題として整理し、今後の通級による指導の中での目標設定に

つなげた。�

�

� �

�

�

�

�

�

�

�

４� 生徒の変容�

�

� 個別の変容�

� � ・これまで進路について考える場面では、抽象的な希望しかなかったが、活動を通して少しずつ進

路を明確にすることができた。�

・最初は「自分には得意なことがあまりない」と言っていたが、活動を通して自分の得意なことや

好きなことを自覚することができた。�

・これまでにも自分の課題を把握する活動は行っていたが、「働く」という視点で改めて課題を発見�

することができ、新たな目標設定につながった。�

� � ・自分の言葉で考えを表現することを通して、自分の意思を相手に分かるように伝えようとする態

度が見られた。�

�

� 般化された状態�

� � ・自分が忘れ物が多いということを自覚し、社会に出る前にメモを取る習慣を身に付けるという目

標を立てた。授業中、ホームルーム、講演会などに手帳を持参し、いつでもメモを取れるように

しておく習慣が身に付いている。�

� � ・進路に関する活動の際にも、自分の得意や好きなことを踏まえたうえで考えることができていた。�

�
�

〈働くときに心配なこと〉�

・一緒に働く人と話すことができるか。�

・「急いで」と言われたときにパニックにならないか。�

・忘れ物をしてしまうこと。�

・人の話をちゃんと聞けるかどうか。�

〈自分自身の課題と目標〉�

・忘れ物をしないようにメモをとれるようになる。�

・一緒に働く人に自分の苦手なことや困っていることをしっかり伝えることができるようになる。�

・人の話を聞けるときと聞けないときを自分で把握し、注意する。�

� （話を聞けないとき＝話が長いとき、興味がもてないとき、大人数に対して話されているとき）�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

���
�

②〈自分の得意なことと苦手なことの整理〉�

� ・①の活動を経て、特に得意であること、苦手であることを自分でまとめた。�

� ・そこから卒業後にどんな仕事をしたいかを考えた。�

� ・生徒自身に具体的な職業の情報があまりないため、具体的な職業名ではなく、「どんな仕事」「何を

する仕事」というレベルで考えた。�

� �

� �

③〈仕事のイメージを具体的にする。〉�

� ・②の活動から、具体的な職業を調べる。�

� ・それぞれの仕事に対して具体的に考える。�

� ・生徒は一つ一つのことを考えながら話し、教員がメモをとる。�

〈自分に合っている・やりたいと思う仕事〉�

�

〇絵を描く仕事�

� 〇単純作業をする仕事�

� 〇パソコンを使う仕事�

� 〇ものを作る仕事�

� 〇植物を扱う仕事�

� 〇物を売る仕事�

� 〇清掃をする仕事�

〈自分には合わない・やりたくない仕事〉�

�

×人前で話す仕事�
×力仕事�

×電話をする仕事�

×早起きが必要な仕事�

×食品を扱う仕事�

×数字を扱う仕事�

×動物を扱う仕事�

〈自分に合っている・やりたいと思う仕事〉�

�

〇絵を描く仕事⇒漫画家のアシスタント、イラストレーター�

� 「とてもやってみたい」「自分の力ではすぐにはできないと思う」�

� 「今は絵を趣味で描いてＳＮＳに投稿している。他の仕事をして、絵は趣味でやりたい」�

�

� 〇作業をする仕事、ものを作る仕事⇒工場勤務、自動車関係�

� � 「同じことを集中してやることは好き」「お客さんと直接しゃべらないのでいい。」�

� � 「小さいころから自動車が好き。自動車の整備などができればうれしい」�

�

� 〇物を売る仕事⇒スーパーの店員、雑貨屋の店員�
� � 「スーパーや雑貨屋で働くのはやりたいけど、もしお客さんに質問されたらパニックになるかも�

しれない」�

� � 「スーパーの裏で調理をしたりパック詰めをしたりする仕事なら自分に合っていると思う」�

� �

〇清掃をする仕事⇒清掃員�
「掃除をするのは好き」「同じ作業をするのが好きだからいいと思う」�
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校内支援体制について� � � 学校名（Ｄ高等学校）�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

実態把握� ・３月� 合格者登校日に通級リーフレットを全員に配付�

・３月� 各中学校への聞き取り・引継ぎシートを元に必要と考え

られる生徒にアプローチ�

※在校生で新たに必要と考えられる生徒がいる場合には生徒支援

委員会（校長・教頭・主幹教諭・生徒サポート部長・生徒指導主

事・心と体サポート主任・特別支援 ��・生徒支援 ��・人権教育主

任・各学年主任・養護教諭・ＳＣ・ＳＳＷ）で検討を行う。�

本人保護者の�
ニーズ把握�

対象生徒の決定�

個別の教育支援計画�

個別の指導計画� 作成�

�

通級による指導と授
業担当等との連携�

・４月� 通級希望者に対し、通級担当者が保護者・本人と面談�

・４月� 通級担当者会で検討のうえ、生徒支援委員会で決定�

・４月� 決定した生徒は科目履修登録願の提出�

・４月～� 通級担当者・ホーム主任・各教科担当者を中心に観察�

・適宜� 通級担当者を中心として情報交換�

・関係機関（医療・福祉）との連携�

・毎月� 生徒支援委員会で情報共有�

・９月� 前期末評価�

・２月～３月� 年間評価と次年度の指導について検討�

�

実態把握�

・４月� 通級担当者を中心に作成。�

・４月～５月� 内容を保護者・本人に確認�

（状況により、保護者・本人・ホーム主任・通級

担当者の面談を実施）�

50



�

�

第３章� 資料�

�

�

�

�

�
�

�

�

�

�

�

�

�

校内支援体制について� � � 学校名（Ｄ高等学校）�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

実態把握� ・３月� 合格者登校日に通級リーフレットを全員に配付�

・３月� 各中学校への聞き取り・引継ぎシートを元に必要と考え

られる生徒にアプローチ�

※在校生で新たに必要と考えられる生徒がいる場合には生徒支援

委員会（校長・教頭・主幹教諭・生徒サポート部長・生徒指導主

事・心と体サポート主任・特別支援 ��・生徒支援 ��・人権教育主

任・各学年主任・養護教諭・ＳＣ・ＳＳＷ）で検討を行う。�

本人保護者の�
ニーズ把握�

対象生徒の決定�

個別の教育支援計画�

個別の指導計画� 作成�

�

通級による指導と授
業担当等との連携�

・４月� 通級希望者に対し、通級担当者が保護者・本人と面談�

・４月� 通級担当者会で検討のうえ、生徒支援委員会で決定�

・４月� 決定した生徒は科目履修登録願の提出�

・４月～� 通級担当者・ホーム主任・各教科担当者を中心に観察�

・適宜� 通級担当者を中心として情報交換�

・関係機関（医療・福祉）との連携�

・毎月� 生徒支援委員会で情報共有�

・９月� 前期末評価�

・２月～３月� 年間評価と次年度の指導について検討�

�

実態把握�

・４月� 通級担当者を中心に作成。�

・４月～５月� 内容を保護者・本人に確認�

（状況により、保護者・本人・ホーム主任・通級

担当者の面談を実施）�
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学
年

組
児
童
生
徒
名

〈
学
習
面
の
困
難
に
関
す
る
も
の
〉

な
い

ま
れ
に

あ
る

と
き
ど
き

あ
る

よ
く
あ
る

1
聞
き
間
違
い
が
あ
る
（
例
「
知
っ
た
」
を
「
言
っ
た
」
な
ど
）

�
聞
き
も
ら
し
が
あ
る

3
個
別
に
言
わ
れ
る
と
聞
き
取
れ
る
が
、
集
団
場
面
で
は
難
し
い

4
指
示
の
理
解
が
難
し
い

5
話
し
合
い
が
難
し
い
（
流
れ
が
理
解
で
き
ず
、
つ
い
て
い
け
な
い
）

�
適
切
な
速
さ
で
話
す
こ
と
が
難
し
い
（
た
ど
た
ど
し
い
、
早
口
）

7
こ
と
ば
に
詰
ま
る

�
単
語
を
羅
列
し
た
り
短
い
文
で
内
容
的
に
乏
し
い
話
を
す
る

�
思
い
つ
く
ま
ま
話
す
な
ど
、
筋
道
の
通
っ
た
話
を
す
る
の
が
難
し
い

1
0
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い

1
1
初
め
て
出
て
き
た
語
や
、
普
段
あ
ま
り
使
わ
な
い
語
を
読
み
間
違
え
る

1
�
文
中
の
語
句
や
行
を
抜
か
し
た
り
、
ま
た
は
繰
り
返
し
読
ん
だ
り
す
る

1
3
音
読
が
遅
い

1
4
勝
手
読
み
が
あ
る
（
「
い
き
ま
し
た
」
を
「
い
ま
し
た
」
な
ど
）

1
5
文
章
の
要
点
を
正
し
く
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
い

1
�
読
み
に
く
い
字
を
書
く
（
字
の
形
、
大
き
さ
が
整
わ
な
い
）

1
7
独
特
の
筆
順
で
書
く

1
�
漢
字
の
細
か
い
部
分
を
書
き
間
違
え
る

1
�
句
読
点
が
抜
け
た
り
、
正
し
く
打
て
な
か
っ
た
り
す
る

�
0
限
ら
れ
た
量
の
作
文
や
、
決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
の
文
章
に
な
る

� 「 聞 く 」 こ と に 関 す る も の � 「 話 す 」 こ と に 関 す る も の � 「 読 む 」 こ と に 関 す る も の � 「 書 く 」 こ と に 関 す る も の

気
に
な
る
子
ど
も
の
実
態
整
理
シ
ー
ト

〈
学
習
面
の
困
難
に
関
す
る
も
の
〉

な
い

ま
れ
に

あ
る

と
き
ど
き

あ
る

よ
く
あ
る

�
1
学
年
相
応
の
数
の
意
味
や
表
し
方
に
つ
い
て
の
理
解
が
難
し
い

（
三
千
四
十
七
を
3
0
0
0
4
7
や
3
4
7
と
書
く
、
分
母
の
大
き
い
方
が

　
分
数
の
値
と
し
て
大
き
い
と
思
っ
て
い
る
）

�
�
簡
単
な
計
算
や
暗
算
が
で
き
な
い

�
3
計
算
を
す
る
の
に
と
て
も
時
間
が
か
か
る

�
4
答
え
を
得
る
の
に
い
く
つ
か
の
手
続
き
を
要
す
る
問
題
を
解
く
の
が

難
し
い
（
四
則
混
合
の
計
算
、
２
つ
の
立
式
を
要
す
る
計
算
）

�
5
学
年
相
応
の
文
章
題
を
解
く
の
が
難
し
い

�
�
学
年
相
応
の
量
を
比
較
す
る
こ
と
や
、

量
を
表
す
単
位
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い

（
長
さ
や
か
さ
の
比
較
、
「
1
5
㎝
は
1
5
0
㎜
」
な
ど
）

�
7
学
年
相
応
の
図
形
を
描
く
こ
と
が
難
し
い

（
丸
や
ひ
し
形
な
ど
の
図
形
の
模
写
、
見
取
り
図
や
展
開
図
な
ど
）

�
�
事
物
の
因
果
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い

�
�
目
的
に
添
っ
て
行
動
を
計
画
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
れ
を
修
正
す
る

こ
と
が
難
し
い

3
0
早
合
点
や
、
飛
躍
し
た
考
え
を
す
る

※
『
通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
発
達
障
害
の
可
能
性
の
あ
る
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に

　
　
関
す
る
調
査
』
（
平
成
２
４
年
　
文
部
科
学
省
）
の
質
問
内
容
を
も
と
に
作
成

� 「 計 算 す る 」 こ と に 関 す る も の � 「 推 論 す る 」 こ と に 関 す る も の �
～
�
の
い
ず
れ
の
項
目
に
つ
い
て
も
、
気
に
な
る
様
子
が

同
学
年
の
子
ど
も
と
比
べ
て
特
に
あ
る
か
な
い
か
を
も
と
に
考
え
ま
す
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〈
行

動
面

の
困

難
に

関
す

る
も

の
〉

な
い

、
ま

た
は

ほ
と

ん
ど

な
い

と
き

ど
き

あ
る

し
ば

し
ば

あ
る

非
常

に
よ

く
あ

る

�
学

校
で

の
勉

強
で

、
 細

か
い

と
こ

ろ
ま

で
注

意
を

払
わ

な
か

っ
た

り
、

不
注

意
な

間
違

い
を

し
た

り
す

る

�
課

題
や

遊
び

の
活

動
で

注
意

を
集

中
し

続
け

る
こ

と
が

難
し

い

�
面

と
向

か
っ

て
話

し
か

け
ら

れ
て

い
る

の
に

、
聞

い
て

い
な

い
よ

う
に

見
え

る

�
指

示
に

従
え

ず
、

ま
た

仕
事

を
最

後
ま

で
や

り
遂

げ
ら

れ
な

い

�
学

習
な

ど
の

課
題

や
活

動
を

順
序

立
て

て
行

う
こ

と
が

難
し

い

�
気

持
ち

を
集

中
し

て
努

力
し

続
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

課
題

を
避

け
る

�
学

習
や

活
動

に
必

要
な

物
を

な
く

し
て

し
ま

う

�
気

が
散

り
や

す
い

�
日

々
の

活
動

で
忘

れ
っ

ぽ
い

�
�

質
問

が
終

わ
ら

な
い

う
ち

に
出

し
抜

け
に

答
え

て
し

ま
う

�
�

順
番

を
待

つ
の

が
難

し
い

�
�

他
の

人
が

し
て

い
る

こ
と

を
さ

え
ぎ

っ
た

り
、

じ
ゃ

ま
し

た
り

す
る

�
�

手
足

を
そ

わ
そ

わ
動

か
し

た
り

、
着

席
し

て
い

て
も

も
じ

も
じ

し
た

り
す

る

�
�

授
業

中
や

座
っ

て
い

る
べ

き
と

き
に

席
を

離
れ

て
し

ま
う

�
�

き
ち

ん
と

し
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

き
に

、
過

度
に

走
り

回
っ

た
り

よ
じ

登
っ

た
り

す
る

�
�

遊
び

や
余

暇
活

動
に

お
と

な
し

く
参

加
す

る
こ

と
が

難
し

い

�
�

じ
っ

と
し

て
い

な
い

又
は

何
か

に
駆

り
立

て
ら

れ
る

よ
う

に
活

動
す

る

�
�

過
度

に
し

ゃ
べ

る

※
教

育
支

援
資

料
（

平
成

２
５

年
１

０
月

　
文

部
科

学
省

）
の

記
載

内
容

を
も

と
に

作
成

� 衝 動 性 が あ る こ と � 多 動 性 が あ る こ と� 不 注 意 で あ る こ と

〈
行

動
面

の
困

難
に

関
す

る
も

の
〉

い
い

え
多

少
は

い

�
大

人
び

て
い

る

�
周

囲
か

ら
｢
○

○
博

士
｣
｢
○

○
教

授
｣
と

思
わ

れ
て

い
る

�
他

の
者

は
興

味
を

持
た

な
い

よ
う

な
こ

と
に

興
味

が
あ

り
、

｢
自

分
だ

け
の

知
識

世
界

｣
を

持
っ

て
い

る

�
特

定
の

分
野

の
知

識
を

蓄
え

て
い

る
が

、
丸

暗
記

で
あ

り
、

意
味

を
き

ち
ん

と
理

解
し

て
い

な
い

�
含

み
の

あ
る

言
葉

や
嫌

み
を

言
わ

れ
て

も
分

か
ら

ず
に

、
言

葉
通

り
に

受
け

止
め

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る

�
会

話
の

仕
方

が
形

式
的

で
あ

り
、

抑
揚

な
く

話
し

た
り

、
間

合
い

が
取

れ
な

か
っ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る
。

�
言

葉
を

組
み

合
わ

せ
て

、
自

分
だ

け
に

し
か

わ
か

ら
な

い
よ

う
な

造
語

を
作

る

�
独

特
な

声
で

話
す

こ
と

が
あ

る

�
誰

か
に

何
か

を
伝

え
る

目
的

が
な

く
て

も
、

場
面

に
関

係
な

く
声

を
出

す
（

唇
・

喉
を

鳴
ら

す
、

咳
払

い
、

叫
ぶ

）

�
�

と
て

も
得

意
な

こ
と

が
あ

る
一

方
で

、
極

端
に

不
得

意
な

も
の

が
あ

る

�
�

い
ろ

い
ろ

な
事

を
話

す
が

、
そ

の
時

の
場

面
や

相
手

の
感

情
や

立
場

を
理

解
し

な
い

�
�

共
感

性
が

乏
し

い

�
�

周
り

の
人

が
困

惑
す

る
よ

う
な

こ
と

も
、

配
慮

し
な

い
で

言
っ

て
し

ま
う

�
�

独
特

な
目

つ
き

を
す

る
こ

と
が

あ
る

�
�

友
だ

ち
と

仲
良

く
し

た
い

と
い

う
気

持
ち

は
あ

る
け

れ
ど

も
友

だ
ち

関
係

を
う

ま
く

築
け

な
い

�
�

友
だ

ち
の

そ
ば

に
い

る
が

、
一

人
で

遊
ん

で
い

る

�
�

仲
の

良
い

友
人

が
い

な
い

�
�

常
識

が
乏

し
い

�
�

球
技

や
ゲ

ー
ム

を
す

る
と

き
、

仲
間

と
協

力
す

る
こ

と
に

考
え

が
及

ば
な

い

�
�

動
作

や
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
が

不
器

用
で

、
ぎ

こ
ち

な
い

こ
と

が
あ

る

�
�

意
図

的
で

な
く

、
顔

や
身

体
を

動
か

す
こ

と
が

あ
る

�
�

あ
る

行
動

や
考

え
に

強
く

こ
だ

わ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
簡

単
な

日
常

の
動

作
が

で
き

な
く

な
る

こ
と

が
あ

る

�
�

自
分

な
り

の
独

特
な

日
課

や
手

順
が

あ
り

、
変

更
や

変
化

を
嫌

が
る

�
�

特
定

の
物

に
執

着
が

あ
る

�
�

他
の

生
徒

た
ち

か
ら

、
排

斥
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る

�
�

独
特

な
表

情
を

し
て

い
る

こ
と

が
あ

る

�
�

独
特

な
姿

勢
を

し
て

い
る

こ
と

が
あ

る

※
『

通
常

の
学

級
に

在
籍

す
る

発
達

障
害

の
可

能
性

の
あ

る
特

別
な

教
育

的
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
生

徒
に

　
　

関
す

る
調

査
』

（
平

成
２

４
年

　
文

部
科

学
省

）
の

質
問

内
容

を
も

と
に

作
成

� 「 対 人 関 係 や こ だ わ り 等 」 に 関 す る も の
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保
護
者
氏
名　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日

同
　
　
意
　
　
書

　
う
え
の
こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
、
在
（
園
）
学
中
は
個
別
の
教
育
支
援
計
画
を
作
成
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
す
。

幼
児
児
童
生
徒
氏
名

所
属
園
・
学
校
名

個
別
の
教
育
支
援
計
画
に
つ
い
て

１
個
別
の
教
育
支
援
計
画
は
、
幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
必
要
と
さ
れ
る
教
育
的
ニ
ー
ズ
を

正
確
に
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
で
学
校
卒
業
後
ま
で
を
通
じ
て
、
一
貫
し
た
的
確
な
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
作
成
す
る
も
の
で
す
。

２
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
本
人
や
保
護
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
学
校
と
保
護
者
や
関
係
機
関
が

連
携
し
、
児
童
生
徒
等
の
支
援
に
関
す
る
必
要
な
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

３
個
別
の
教
育
支
援
計
画
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
の
観
点
か
ら
適
切
に
管
理
し
ま
す
。

作
成
の
際
に
保
護
者
に
説

明
し
、
同
意
を
得
る
。

全
て
の
子
ど
も
に

対
応
す
る
た
め
、

「
幼
児
児
童
生

徒
」
と
し
て
い
る
。

署
名
を
も
ら
う
。

個
別
の
教
育
支
援
計
画

学
年
等

　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
　
年
　
　
月
　
　
日

年
度
の
最
終
確
認
日

　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
　
年
　
　
月
　
　
日

年
度
当
初
の
確
認
日

　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
　
年
　
　
月
　
　
日

卒
園
・
卒
業
に
際
し
、
進
学
先
へ
個
別
の
教
育
支
援
計
画
一
式
を
送
付
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

保
護
者
氏
名

（
記
入
例
）

確
　
認
　
書

別
紙
の
と
お
り
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
内
容
を
確
認
し
、
了
解
し
ま
し
た
。

幼
児
児
童
生
徒
氏
名

作
成
者
氏
名

学
校
長
氏
名

保
護
者
確
認

（
サ
イ
ン
又
は
押
印
）

必
要
に
応
じ
て
欄
を
調

整
し
て
く
だ
さ
い
。

年
度
始
め
に
は
、
作
成
し
た
も
の
を
保
護

者
と
確
認
し
、
そ
の
日
付
を
記
入
す
る
。

年
度
終
わ
り
に
は
、
全
て
の
欄
に
記
入
し

た
も
の
を
保
護
者
と
確
認
し
、
実
際
に
確

認
し
た
保
護
者
の
署
名
を
も
ら
う
。

担
任
等
の
氏
名

を
記
入

卒
園
・
卒
業
時
に
は
、
下
の
同
意
欄

に
署
名
を
も
ら
い
直
接
進
学
先
へ
送

る
、
又
は
、
保
護
者
を
通
じ
て
進
学
先

に
渡
し
て
も
ら
う
な
ど
し
、
継
続
し
た

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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ふ
り

が
な

こ
う

ち
　

か
つ

お

療
育

手
帳

Ａ
１

　
・
　

Ａ
２

　
・
　

Ｂ
１

　
・
　

Ｂ
２

　
・
　

な
し

身
体

障
害

者
手

帳

日

氏
名

続
柄

生
年

月
日

必
要

に
応

じ
て

別
居

・
同

居
・
連

絡
先

級
　

　
・
　

　
な

し
精

神
障

害
者

手
帳

　
１

級
　

・
　

２
級

　
・
　

３
級

　
・
　

な
し

ふ
り

が
な

こ
う

ち
　

い
ち

ろ
う

現
在

利
用

し
て

い
る

福
祉

サ
ー

ビ
ス

あ
り ・

な
し

あ
り

の
場

合
は

事
業

所
名

・
サ

ー
ビ

ス
を

記
入

よ
さ

こ
い

は
う

す
・
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス

住
所

同
上

氏
名

高
知

　
一

郎

④
　

身
体

・
健

康
に

関
わ

る
特

記
事

項

＊
変

更
・
追

記
し

た
場

合
は

、
そ

の
箇

所
に

（
○

年
○

月
○

日
追

記
・
変

更
）
と

記
入

す
る

。

基
礎

情
報

（
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ト

）

性
別

男
  
  
 ・

  
  
  
女

氏
名

高
知

　
勝

男

住
所

高
知

市
○

町
○

丁
目

１
－

２

生
年

月
日

平
成

○
年

○
月

○

続
柄

父
電

話
番

号
０

８
×

－
１

２
３

－
４

５
６

７

高
知

　
五

郎
・
祖

父
・
高

知
市

○
町

×
丁

目
２

－
３

・
０

８
×

－
９

８
７

－
６

５
４

３

緊
急

連
絡

先
(氏

名
･続

柄
・
住

所
･電

話
番

号
)　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

高
知

　
一

郎
父

Ｓ
○

年
○

月
○

日
同

居

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

高
知

　
花

実
母

Ｓ
○

年
○

月
○

日
同

居

ア
レ

ル
ギ

ー
、

運
動

制
限

、
手

術
歴

等

・
花

粉
ア

レ
ル

ギ
ー

あ
り

（
３

月
ご

ろ
服

薬
あ

り
）

① 本 人 ② 保 護 者 ③ 家 族 構 成

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

高
知

　
さ

く
ら

　
姉

Ｈ
○

年
○

月
○

日
同

居

変
更

・
追

記
を

適

宜
行

い
、

年
に

度
保

護
者

に
確

認

す
る

。

卒
業

後
ま

た
は

３
年

後
の

姿

現
在

受
け

て
い

る
外

部
機

関
の

支
援

（
通

院
・
相

談
等

を
含

む
）

＊
変

更
・
追

記
し

た
場

合
は

、
そ

の
箇

所
に

（
○

年
○

月
○

日
追

記
・
変

更
）
と

記
入

す
る

。

⑤
 本

人
の

願
い

気
持

ち
を

落
ち

着
け

て
、

学
習

し
た

い
。

進
学

は
○

○
○

学
校

に
行

き
た

い
。

⑥
 保

護
者

の
願

い
友

達
と

仲
良

く
生

活
し

、
行

事
な

ど
の

活
動

に
も

落
ち

着
い

て
参

加
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

ほ
し

い
。

本
人

が
で

き
る

こ
と

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。

分
野

支
援

機
関

名
担

当
者

名
診

断
・
所

見
・
支

援
の

内
容

⑦
 医

療
○

○
病

院
医

師
　

香
川

　
健

二

自
閉

症
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
（
こ

だ
わ

り
、

触
覚

過
敏

、
書

字
に

苦
手

さ
が

あ
る

）

⑩
 地

域
・
 そ

の
他

地
域

防
災

避
難

場
所

：
○

○
公

民
館

余
暇

○
○

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ

担
当

　
○

○
市

　
山

本
　

秋
子

担
当

　
田

中
　

高
志

・
個

別
避

難
計

画
作

成
。

避
難

場
所

、
支

援
者

、
避

難
場

所
で

の
配

慮
事

項
の

確
認

、
協

議 （
令

和
○

年
○

月
○

日
追

記
）

・
毎

週
日

曜
日

の
午

後
、

水
泳

に
通

っ
て

い
る

。

⑧
 保

健
・
福

祉
よ

さ
こ

い
は

う
す

鳴
子

　
ゆ

り

・
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
を

平
日

と
土

曜
日

に
利

用
し

て
い

る
。

・
来

所
時

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
は

カ
ー

ド
を

利
用

し
て

知
ら

せ
て

い
る

。

・
夏

休
み

に
は

週
３

回
平

日
９

：
０

０
～

１
５

：
０

０
利

用
し

、
調

理
や

公
共

施
設

の
利

用
な

ど
に

取
り

組
ん

だ
。

（
令

和
○

年
○

月
○

日
追

記
）

⑨
 教

育
○

○
○

学
校

○
年

生
学

級
担

任
　

土
佐

み
ず

き
通

級
担

当
　

坂
本

　
夏

子

・
通

級
は

週
に

３
回

、
３

時
間

。
集

団
で

の
Ｓ

Ｓ
Ｔ

と
個

別
の

Ｓ
Ｓ

Ｔ
を

主
に

行
っ

て
い

る
。

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
変

更
で

困
る

こ
と

が
あ

る
た

め
、

確
認

し
た

り
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

帳
に

記
入

す
る

こ
と

な
ど

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

・
１

学
期

の
取

組
か

ら
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
の

大
切

さ
に

気
づ

き
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

ノ
ー

ト
を

よ
く
見

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

２
学

期
か

ら
は

市
販

の
も

の
を

利
用

す
る

。
（
令

和
○

年
○

月
○

日
追

記
）

可
能

な
範

囲
で

聞
き

取
り

、
３

年
を

目
処

に
中

長
期

的
願

い
を

記
入

す

る
。

こ
の

シ
ー

ト
は

校
内

支
援

会
に

使
う

。
年

に
１

度
保

護
者

と
確

認
。

各
分

野
で

行
っ

て
い

る
支

援
、

で
き

る
こ

と
等

を
書

く
。

必
要

に
応

じ
て

欄
を

調
整

し

て
く
だ

さ
い

。
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⑴
⑵

⑶
⑴

⑵
⑶

⑴
⑵

⑶
⑴

⑵
⑶

 生
活

リ
ズ

ム
 指

示
の

理
解

○
 疾

病
・
身

体
機

能
 各

教
科

等
○

 遅
刻

・
欠

席
等

 意
思

の
伝

達
○

 見
え

方
○

 読
む

こ
と

 食
事

 人
と

の
か

か
わ

り
方

 聞
こ

え
方

 書
く
こ

と
○

 身
辺

処
理

（
整

理
整

頓
等

）
○

 集
団

参
加

 姿
勢

保
持

 板
書

を
書

き
写

す
○

 衣
服

の
着

脱
 ル

ー
ル

の
理

解
・
遂

行
 体

の
動

か
し

方
・
手

先
の

動
き

○
 作

文
○

 登
下

校
・
教

室
移

動
 感

情
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

 そ
の

他
 計

算

 危
険

認
知

 注
意

の
集

中
・
持

続
 家

庭
学

習
○

 そ
の

他
 そ

の
他

 そ
の

他

学
習

面

支
援

の
計

画
【
例

１
】

支
援

の
必

要
な

項
目

生
活

面
社

会
面

身
体

機
能

面

教
育

的
支

援

重
点

目
標

支
援

の
方

法
・
内

容
成

果
と

課
題

次
年

度
に

向
け

て
の

引
継

ぎ
事

項

⑵ 　 ○ 年⑴ 　 ○ 年

学
年

相
当

の
漢

字
が

読
め

、
概

ね
書

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

【
学

習
内

容
の

変
更

・
調

整
】

板
書

を
見

て
ノ

ー
ト

に
書

く
量

を
減

ら
し

、
本

人
の

負
担

に
な

ら
な

い
程

度
の

量
に

調
整

す
る

。
【
情

報
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

及
び

教
材

の
配

慮
】

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
活

用
す

る
。

IC
T
を

活
用

し
、

書
き

順
の

動
き

を
見

て
か

ら
書

字
の

練
習

を
す

る
。

量
の

調
整

を
し

た
宿

題
を

す
る

（
家

庭
）

【
心

理
面

・
健

康
面

の
配

慮
】

本
人

と
目

標
を

設
定

し
、

で
き

た
こ

と
を

確
認

し
な

が
ら

ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

で
学

習
を

進
め

る
。

板
書

の
量

の
調

整
に

よ
り

、
考

え
る

時
間

が
増

え
、

学
習

に
向

か
う

意
欲

が
高

ま
っ

た
。

IC
T
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

間
違

え
た

と
き

に
直

す
こ

と
や

、
書

字
の

負
担

が
減

り
、

漢
字

を
覚

え
や

す
く
な

っ
た

。
学

年
相

当
の

漢
字

を
読

む
こ

と
は

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

書
字

は
１

／
２

程
度

の
習

得
。

ノ
ー

ト
テ

イ
ク

の
調

整
や

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

活
用

が
有

効
で

あ
る

。
IC

T
の

活
用

も
継

続
し

、
漢

字
の

学
習

を
行

う
。

⑶ 　 ○ 年

子
ど

も
の

支
援

が
必

要
な

項
目

、
場

面
な

ど
、

気
に

な
る

箇
所

全
て

に

チ
ェ

ッ
ク

す
る

。
変

化
が

分
か

る
よ

う
に

記
入

す
る

。
（
評

価
と

し
て

も
利

用
で

き
る

）

こ
の

用
紙

を
記

入
し

始
め

て
１

年
目

に
気

に
な

る
こ

と
は

（
１

）
に

、
２

年
目

は
（
２

）
、

３
年

目
は

（
３

）
に

そ
れ

ぞ
れ

○
を

つ
け

る
。

学
年

末
に

保
護

者

と
確

認
す

る
。

継
続

し
た

支
援

の
方

法
に

つ
い

て
共

有
す

る
。

こ
の

シ
ー

ト
は

校
内

支
援

会
等

で
検

討
し

た
内

容

に
つ

い
て

記
入

す
る

。
年

間
を

見
通

し
た

計
画

を

年
度

毎
に

記
入

、
評

価
を

す
る

。

左
の

欄
（
１

）
～

（
３

）
は

３
年

程
度

を
目

処
に

記
入

し
て

い
く
た

め
。

上
の

支
援

の
必

要
な

項
目

と
連

動
し

て
記

入
す

る
。

連
携

機
関

が
担

う
役

割
が

あ
る

場
合

に
は

、

（
医

）
（
放

デ
イ

）
な

ど
と

記
入

す
る

。

支
援

方
法

に
沿

っ

て
、

や
っ

て
み

て
ど

う
だ

っ
た

か
の

評
価

を
記

入
す

る
。

必
要

に
応

じ
て

欄
を

調
整

し

て
く
だ

さ
い

。

学
年

を
記

入
す

る

合
理

的
配

慮
を

含
む

支
援

の
内

容
を

記
述

す
る

。

上
記

で
丸

を
付

け
た

も
の

の
う

ち
、

特
に

重
点

と
す

る
目

標
を

設
定

す
る

。

合
理

的
配

慮
を

含
む

支
援

の
内

容
は

、
各

教
科

等
の

指
導

内
容

や
指

導
方

法
の

工
夫

を
検

討
す

る
際

の
情

報
と

し
て

、
「個

別
の

指
導

計

画
」
に

生
か

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
す

。【
合

理
的

配
慮

の
区

分
】
は

書
か

な
く
て

よ
い

。

考
え

方
の

例
と

し
て

示
し

て
い

る
。

⑴
⑵

⑶
⑴

⑵
⑶

⑴
⑵

⑶
⑴

⑵
⑶

 生
活

リ
ズ

ム
 指

示
の

理
解

○
 疾

病
・
身

体
機

能
 各

教
科

等

 遅
刻

・
欠

席
等

○
 意

思
の

伝
達

○
 見

え
方

 読
む

こ
と

 食
事

 人
と

の
か

か
わ

り
方

○
 聞

こ
え

方
 書

く
こ

と

 身
辺

処
理

（
整

理
整

頓
等

）
 集

団
参

加
○

 姿
勢

保
持

 板
書

を
書

き
写

す

 衣
服

の
着

脱
 ル

ー
ル

の
理

解
・
遂

行
○

 体
の

動
か

し
方

・
手

先
の

動
き

○
○

 作
文

○

 登
下

校
・
教

室
移

動
○

 感
情

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
○

 そ
の

他
 計

算

 危
険

認
知

 注
意

の
集

中
・
持

続
 家

庭
学

習

 そ
の

他
 そ

の
他

 そ
の

他

支
援

の
計

画
【
例

２
】

支
援

の
必

要
な

項
目

生
活

面
社

会
面

身
体

機
能

面
学

習
面

教
育

的
支

援

重
点

目
標

支
援

の
方

法
・
内

容
成

果
と

課
題

次
年

度
に

向
け

て
の

引
継

ぎ
事

項

⑴ 　 ○ 年

気
持

ち
を

落
ち

着
け

て
学

習
に

取
り

組
む

。
見

通
し

を
も

っ
て

、
体

育
大

会
等

の
行

事
に

参
加

す
る

。

【
学

習
上

又
は

生
活

上
の

困
難

を
改

善
・
克

服
す

る
た

め
の

配
慮

】
・
活

動
内

容
を

掲
示

物
等

で
示

す
。

特
に

変
更

に
関

す
る

こ
と

は
事

前
に

、
色

を
付

け
強

調
し

､視
覚

的
に

わ
か

り
や

す
く
提

示
す

る
。

【
学

習
内

容
の

変
更

・
調

整
】

・
本

人
が

活
動

を
選

択
す

る
場

面
を

設
定

し
、

意
欲

的
に

学
習

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
【
心

理
面

・
健

康
面

の
配

慮
】

・
気

持
ち

を
落

ち
着

け
る

た
め

の
、

ク
ー

ル
ダ

ウ
ン

ス
ペ

ー
ス

を
設

け
る

。

・
変

更
事

項
を

事
前

に
知

ら
せ

る
と

、
パ

ニ
ッ

ク
に

な
る

こ
と

な
く
、

落
ち

着
い

て
学

習
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

・
自

分
で

選
択

し
た

こ
と

は
、

積
極

的
に

取
り

組
む

姿
が

多
く
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
ク

ー
ル

ダ
ウ

ン
ス

ペ
ー

ス
で

、
一

定
時

間
落

ち
着

く
と

、
教

室
に

戻
り

、
学

習
を

再
開

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

時
々

、
教

員
に

告
げ

ず
に

移
動

し
よ

う
と

す
る

こ
と

が
あ

る
。

・
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
帳

に
、

変
更

事
項

等
を

自
分

で
色

ペ
ン

で
記

入
す

る
と

、
見

通
し

を
も

ち
、

落
ち

着
い

て
変

更
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

今
後

は
、

習
慣

化
で

き
る

よ
う

、
促

し
て

い
く
。

・
自

己
選

択
し

、
自

己
決

定
で

き
る

場
面

を
意

図
的

に
設

定
す

る
。

・
ク

ー
ル

ダ
ウ

ン
ス

ペ
ー

ス
に

行
く

ル
ー

ル
を

年
度

初
め

に
確

認
す

る
。

困
っ

た
と

き
は

、
ヘ

ル
プ

サ
イ

ン
を

出
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

方
法

を
本

人
と

考
え

て
い

く
。

⑵ 　 ○ 年 ⑶ 　 ○ 年

子
ど

も
の

支
援

が
必

要
な

項
目

、
場

面
な

ど
、

気
に

な
る

箇
所

全
て

に

チ
ェ

ッ
ク

す
る

。
変

化
が

分
か

る
よ

う
に

記
入

す
る

。
（
評

価
と

し
て

も
利

用
で

き
る

）

こ
の

用
紙

を
記

入
し

始
め

て
１

年
目

に
気

に
な

る
こ

と
は

（
１

）
に

、
２

年
目

は
（
２

）
、

３
年

目
は

（
３

）
に

そ
れ

ぞ
れ

○
を

つ
け

る
。

学
年

末
に

保
護

者

と
確

認
す

る
。

継
続

し
た

支
援

の
方

法
に

つ
い

て
共

有
す

る
。

こ
の

シ
ー

ト
は

校
内

支
援

会
等

で
検

討
し

た
内

容

に
つ

い
て

記
入

す
る

。
年

間
を

見
通

し
た

計
画

を

年
度

毎
に

記
入

、
評

価
を

す
る

。

左
の

欄
（
１

）
～

（
３

）
は

３
年

程
度

を
目

処
に

記
入

し
て

い
く
た

め
。

上
の

支
援

の
必

要
な

項
目

と
連

動
し

て
記

入
す

る
。

連
携

機
関

が
担

う
役

割
が

あ
る

場
合

に
は

、

（
医

）
（
放

デ
イ

）
な

ど
と

記
入

す
る

。

支
援

方
法

に
沿

っ

て
、

や
っ

て
み

て
ど

う
だ

っ
た

か
の

評
価

を
記

入
す

る
。

必
要

に
応

じ
て

欄
を

調
整

し

て
く
だ

さ
い

。

学
年

を
記

入
す

る

合
理

的
配

慮
を

含
む

支
援

の
内

容
を

記
述

す
る

。

上
記

で
丸

を
付

け

た
も

の
の

う
ち

、
特

に
重

点
と

す
る

目

標
を

設
定

す
る

。

【
合

理
的

配
慮

の
区

分
】
は

書
か

な
く
て

よ
い

。
考

え
方

の

例
と

し
て

示
し

て
い

る
。

合
理

的
配

慮
を

含
む

支
援

の
内

容
は

、
各

教
科

等
の

指
導

内
容

や
指

導
方

法
の

工
夫

を
検

討
す

る
際

の
情

報
と

し
て

、
「
個

別
の

指
導

計

画
」
に

生
か

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
す

。
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■
支
援
プ
ラ
ン

◆
入

学
後

２
か

月
間

程
度

の
本

人
・

保
護

者
の

願
い

保
  護

  者
・

子
ど

も
の

特
性

を
理

解
し

た
対

応
を

お
願

い
し

た
い

。
・

春
休

み
に

担
任

と
面

談
し

、
入

学
式

の
会

場
な

ど
を

事
前

に
見

せ
て

ほ
し

い
。

◆
入

学
後

２
か

月
間

程
度

必
要

な
指

導
及

び
支

援
の

内
容

場
面

対
　

   
   

  応

入 学 式 ・

対 面 式

・
春

休
み

の
う

ち
に

、
担

任
が

本
人

や
保

護
者

と
面

談
し

、
式

の
流

れ
の

説
明

や
会

場
、

着
席

場
所

の
確

認
、

困
っ

た
と

き
に

対
応

す
る

教
員

の
紹

介
等

を
事

前
に

行
う

。
・

式
の

途
中

で
ト

ラ
ブ

ル
が

あ
っ

た
場

合
に

対
応

す
る

教
員

を
決

め
る

な
ど

組
織

的
に

対
応

す
る

。
教 室 移 動

・
校

内
を

教
員

と
一

緒
に

行
動

し
て

、
教

室
移

動
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。

身 体 測 定 ・ ス

ポ ー ツ テ ス ト

・
順

番
や

場
所

な
ど

の
手

順
を

具
体

的
に

示
し

た
プ

リ
ン

ト
を

渡
す

。
・

ど
う

す
れ

ば
よ

い
の

か
分

か
る

た
め

に
、

友
達

を
見

る
よ

う
声

を
掛

け
る

。

授 業

・
教

員
間

で
板

書
の

仕
方

の
ル

ー
ル

を
決

め
て

お
く

。
・

注
意

喚
起

し
、

指
示

は
短

く
伝

え
る

。
・

学
習

の
手

順
を

板
書

等
で

示
し

た
り

、
視

覚
に

訴
え

る
工

夫
を

す
る

。
・

補
助

プ
リ

ン
ト

を
作

成
す

る
。

・
持

参
物

等
は

必
ず

板
書

し
、

ノ
ー

ト
に

写
し

た
こ

と
を

確
認

し
て

お

休 み 時 間

・
学

級
や

部
活

動
で

、
お

互
い

を
理

解
し

合
う

仲
間

作
り

を
行

っ
て

い
く

。
・

大
き

な
音

や
騒

が
し

さ
で

し
ん

ど
い

と
き

に
は

、
落

ち
着

け
る

場
所

を
決

め
て

お
き

、
利

用
す

る
際

の
ル

ー
ル

を
本

人
と

決
め

て
お

く
。

・
ト

ラ
ブ

ル
が

あ
っ

た
際

は
、

ど
の

よ
う

な
行

動
を

取
る

こ
と

が
で

き
た

か
な

ど
振

り
返

る
時

間
を

持
つ

。

家 庭 学 習

・
課

題
の

内
容

を
具

体
的

に
示

す
。

・
苦

手
な

課
題

は
量

を
少

な
く

す
る

な
ど

の
ス

モ
ー

ル
ス

テ
ッ

プ
で

取
り

組
む

よ
う

に
す

る
。

・
中

間
テ

ス
ト

の
勉

強
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
担

任
と

立
て

る
。

作
成

日
　

令
和

○
年

3月
○

日
※

こ
の

シ
ー

ト
は

、
新

入
学

２
～

３
か

月
前

に
在

籍
園

・
学

校
等

の
教

員
で

記
載

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

本
　

　
人

・
美

術
部

に
入

部
し

た
い

。
・

友
達

と
仲

良
く

し
た

い
。

【
支

援
や

配
慮

が
必

要
と

思
わ

れ
る

場
面

の
例

】
入

学
式

　
対

面
式

　
身

体
測

定
　

ス
ポ

ー
ツ

テ
ス

ト
　

遠
足

　
宿

泊
研

修
　

昼
食

　
休

み
時

間
　

教
室

移
動

　
登

下
校

　
等

入
学

後
の

２
か

月
間

程
度

必
要

な
指

導
及

び
支

援
の

内
容

・
配

慮
事

項
等

予
想

さ
れ

る
姿

・
作

文
や

数
学

の
文

章
問

題
な

ど
苦

手
な

課
題

に
は

取
り

組
ま

な
い

こ
と

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

・
漢

字
練

習
な

ど
ド

リ
ル

的
な

課
題

に
は

、
最

後
ま

で
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

な
い

の
で

は
な

い
か

。
・

定
期

テ
ス

ト
に

向
け

て
、

計
画

を
立

て
て

学
習

を
す

る
こ

と
が

難
し

い
の

で
は

な
い

か
。

そ
の

他
留

意
す

る
事

項
・

学
習

面
・

生
活

面
と

も
に

、
見

通
し

を
も

つ
こ

と
で

不
安

が
軽

減
さ

れ
、

で
き

る
こ

と
が

多
く

な
る

。
・

困
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
と

き
、

相
談

で
き

る
教

員
や

相
談

し
に

行
け

る
場

所
を

決
め

て
お

く
。

・
保

護
者

は
、

新
し

い
生

活
と

学
習

に
適

応
で

き
る

か
不

安
に

思
っ

て
い

る
の

で
、

学
校

で
の

様
子

な
ど

を
適

宜
伝

え
、

連
携

す
る

。

・
初

め
て

の
場

所
や

担
任

に
対

し
て

ど
の

よ
う

に
接

し
た

ら
良

い
の

か
分

か
ら

な
か

っ
た

り
、

式
の

時
間

的
な

目
処

や
内

容
が

分
か

ら
な

か
っ

た
り

す
る

と
、

不
安

を
感

じ
て

式
に

参
加

で
き

な
い

の
で

は
な

い
か

。

・
校

舎
内

の
教

室
配

置
等

が
分

か
る

と
、

時
間

ま
で

に
移

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
場

所
が

分
か

ら
な

か
っ

た
り

、
初

め
て

行
く

教
室

へ
の

移
動

は
遅

れ
る

こ
と

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

・
身

体
測

定
や

ス
ポ

ー
ツ

テ
ス

ト
で

は
手

順
が

分
か

ら
ず

ス
ム

ー
ズ

に
取

り
組

め
な

い
の

で
は

な
い

か
。

・
各

教
科

で
板

書
が

異
な

る
こ

と
か

ら
混

乱
し

、
ノ

ー
ト

が
と

れ
な

く
な

る
の

で
は

な
い

か
。

・
口

頭
で

の
持

参
物

や
課

題
、

活
動

の
指

示
は

聞
き

漏
ら

す
こ

と
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。

・
誤

解
や

思
い

違
い

で
友

達
と

ト
ラ

ブ
ル

に
な

る
こ

と
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
・

大
き

な
音

や
騒

が
し

い
と

こ
ろ

で
は

、
不

快
感

が
高

ま
り

や
す

く
、

言
動

が
荒

く
な

り
、

ト
ラ

ブ
ル

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

記
入
に
当
た
っ
て
は
、
引
き
継
ぎ
シ
ー
ト
の
他
の
例
も
参
照
く
だ
さ
い
。

個
別

の
教

育
支

援
計

画
作

成
及

び
活

用
に

向
け

て
�

平
成

３
１

年
３

月
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

令
和

４
年

３
月

改
訂

�
高

知
県

教
育

委
員

会
�

【
作

成
、

活
用

の
流

れ
】

�
時

期
の

目
安

�
作

成
初

年
度

�
２

年
目

以
降

�
作

成
前

に
�

１
．
保

護
者

に
作

成
に

つ
い

て
同

意
を

得
る

。
�『

作
成

の
同

意
書

』
に

署
名

を
も

ら
う

。
��

�

５
月

ま
で

に
�

２
．

年
度

当
初

の
懇

談
や

家
庭

訪
問

等
の

機
会

を
利

用
し

て
、

本
人

及
び

保
護

者
と

『
個

別
の

教
育

支
援

計
画

様
式

�
②

基
礎

情
報

シ
ー

ト
、

③
願

い
・

連
携

機
関

シ
ー

ト
』

に
記

載
す

る
情

報
や

、
本

人
・

保
護

者
の

願
い

を
確

認
す

る
。（

本
人・

保
護

者
の

願
い

は
３

年
程

度
を

目
安

に
、

中
長

期
的

な
将

来
の

願
い

と
し

て
確

認
す

る
。）

�

１
．
内

容
を

見
直

し
、
必

要
に

応
じ

て
更

新
を

行
う

。
�

６
月

ま
で

に
�

３
．『

個
別

の
教

育
支

援
計

画
様

式
�

④
支

援
の

計
画

シ
ー

ト
』で

本
人

の
実

態
を

整
理

し
、

本
人

・
保

護
者

の
願

い
を

踏
ま

え
こ

の
１

年
間

の
目

標
を

設
定

す
る

。
ま

た
、

設
定

し
た

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
支

援
の

内
容

を
検

討
し

、
シ

ー
ト

に
記

載
す

る
。

�

�
４

．
支

援
の

方
法

・
内

容
ま

で
書

き
込

ま
れ

た
シ

ー
ト

の
内

容
を

保
護

者
へ

説
明

し
、

合
意

を
得

る
。（

『
個

別
の

教
育

支
援

計
画

様
式

�
①

表
紙

�
確

認
書

』
内

の
合

意
の

年
度

当
初

の
確

認
日

を
記

入
）

全
て

の
シ

ー
ト

を
印

刷
し

個
人

フ
ァ

イ
ル

に
綴

じ
る

。（
個

別
の

教
育

支
援

計
画

当
初

記
入

分
の

完
成

）
�

２
．初

年
度

と
同

様
に

１
年

間
の

目
標

、必
要

支
援

の
内

容
を

シ
ー

ト
に

記
載

し
、合

意
を

得
る

。
�

（
以

降
、初

年
度

と
同

様
の

流
れ

）
�

（
１

学
期

末
�

ま
で

に
）

�
○

個
別

の
教

育
支

援
計

画
の

内
容

を
、学

校
の

教
育

課
程

と
照

ら
し

合
わ

せ
て

、学
校

教
育

目
標

達
成

の
た

め
の

計
画（

個
別

の
指

導
計

画
）

を
作

成
、期

末
懇

談
時

に
１

学
期

の
評

価
と

合
わ

せ
て

保
護

者
と

内
容

を
共

有
す

る
。

�

�

以
降

、
年

度
末

ま
で

必
要

に
応

じ
て

�

○
作

成
後

も
必

要
に

応
じ

て
、

校
内

支
援

会
や

保
護

者
・

関
係

機
関

を
交

え
た

会
を

開
き

、方
向

性
や

連
携

方
法

に
つ

い
て

確
認

す
る

。（
支

援
会

が
難

し
い

場
合

は
、

３
．

同
様

に
保

護
者

に
よ

る
持

ち
回

り
で

�

※
支

援
の

方
法

・
内

容
は

家
庭

・
学

校
互

い
の

場
で

で
き

る
こ

と
を

考
え

る
こ

と
が

大
事

で
す

。
ま

た
、

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

の
福

祉
事

業
所

等
を

利
用

し
て

い
る

場
合

に
は

事
業

所
に

も
考

え
て

も
ら

う
こ

と
が

家
庭

、
教

育
、

福
祉

の
連

携
に

つ
な

が
り

ま
す

。
ま

た
医

療
機

関
を

受
診

し
て

い
る

子
ど

も
で

あ
れ

ば
、

目
標

設
定

や
具

体
的

支
援

方
法

の
内

容
に

つ
い

て
、

医
療

的
な

視
点

で
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
う

こ
と

が
、

適
切

な
目

標
設

定
や

有
効

な
支

援
に

つ
な

が
り

ま
す

。
福

祉
事

業
所

等
や

医
療

機
関

に
対

し
、

直
接

学
校

が
意

見
を

も
ら

う
場

を
設

け
る

こ
と

が
難

し
い

場
合

に
は

、
計

画
案

の
段

階
で

一
旦

保
護

者
に

渡
し

、
保

護
者

が
そ

れ
ぞ

れ
を

持
ち

回
り

、
意

見
を

も
ら

う
方

法
な

ど
も

考
え

ら
れ

ま
す

。
�
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意
見

を
も

ら
う

方
法

な
ど

も
考

え
ら

れ
ま

す
。）

�
５

．
年

度
当

初
の

内
容

に
変

更
等

が
あ

っ
た

場
合

は
、

紙
媒

体
の

書
類

に
手

書
き

で
追

記
す

る
。（

そ
の

際
は

追
記

年
月

日
も

併
せ

て
記

入
す

る
。）

�

�

２
月

�
６

．年
度

末
に

向
け

て
、『

個
別

の
教

育
支

援
計

画
様

式
�

④
支

援
の

計
画

シ
ー

ト
』内

の「
成

果
と

課
題

」「
次

年
度

に
向

け
て

の
引

き
継

ぎ
事

項
」

の
欄

を
記

入
し

て
お

く
。

�

（
卒

業
年

度
の

み
）

�
３

．
左

欄
６

．
と

並
行

し
て

保
護

者
や

進
学

先
か

ら
情

報
を

得
な

が
ら

、支
援

プ
ラ

ン
を

作
成

す
る

。�
３

月
�

７
．
こ

の
�年

で
記

入
さ

れ
た

シ
ー

ト
全

て
に

つ
い

て
、
年

度
末

の
懇

談
等

で
保

護
者

と
確

認
す

る
。『

個
別

の
教

育
支

援
計

画
様

式
�

①
表

紙
�

確
認

書
』

に
保

護
者

署
名

を
も

ら
う

。
�

４
．
左

欄
７

．
に

合
わ

せ
て

、支
援

プ
ラ

ン
の

内
容

を
保

護
者

と
確

認
す

る
。�

【
就

学
・

進
学

時
の

引
き

継
ぎ

に
つ

い
て

】
�

○
進

学
時

の
引

き
継

ぎ
に

つ
い

て
は

、
例

え
ば

⑴
在

園
・

在
学

時
の

個
別

の
教

育
支

援
計

画
を

保
護

者
に

手
渡

し
、

保
護

者
を

通
じ

て
就

学
・

進
学

先
へ

引
き

継
ぎ

を
行

う
場

合
と

、
⑵

直
接

就
学

・
進

学
先

へ
在

園
・

在
学

時
の

教
育

支
援

計
画

を
送

付
す

る
場

合
が

考
え

ら
れ

る
が

、
い

ず
れ

の
場

合
に

お
い

て
も

指
導

要
録

の
指

導
に

関
す

る
記

録
の

保
存

期
間

を
参

考
と

し
、

５
年

間
そ

の
写

し
が

保
存

さ
れ

る
こ

と
が

文
書

管
理

上
望

ま
し

い
。

ま
た

⑵
の

学
校

等
の

間
で

直
接

や
り

と
り

が
な

さ
れ

る
場

合
に

は
『

個
別

の
教

育
支

援
計

画
様

式
�

①
表

紙
�

確
認

書
』

の
最

下
部

欄
を

利
用

し
、

保
護

者
か

ら
の

署
名

を
も

ら
う

な
ど

、
条

例
や

法
人

の
関

す
る

規
程

に
基

づ
き

、
個

人
情

報
と

し
て

適
切

に
取

り
扱

う
。

�
【

そ
の

他
の

留
意

事
項

】
�

管
理

責
任

の
所

在
�

学
校

内
に

お
け

る
個

人
情

報
の

管
理

の
責

任
者

で
あ

る
学

校
長

が
適

切
に

保
存

・
管

理
す

る
。

�

保
管

の
仕

方
�

紙
媒

体
�

・
個

人
名

の
フ

ァ
イ

ル
を

作
り

、全
て

の
記

録
を

綴
じ

て
い

く
。（

手
書

き
で

追
記

し
た

も
の

な
ど

も
、

廃
棄

時
期

が
来

る
ま

で
廃

棄
し

な
い

）
�

・
保

存
期

間
は

指
導

要
録

の
指

導
に

関
す

る
記

録
に

準
じ

る
。（

卒
業

後
�

年
間

が
望

ま
し

い
）

�
・

鍵
の

か
か

る
棚

な
ど

に
厳

重
に

管
理

す
る

こ
と

が
必

要
だ

が
、

必
要

な
際

に
は

す
ぐ

に
確

認
で

き
る

よ
う

配
慮

も
必

要
。

�
・

保
管

部
署

を
決

め
、

個
人

情
報

と
し

て
適

切
に

管
理

す
る

。
�

電
子

デ
ー

タ
�

・
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
上

で
保

存
す

る
。

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

外
で

保
存

す
る

際
は

、
パ

ス
ワ

ー
ド

等
に

よ
る

保
護

の
上

、
関

係
者

以
外

が
閲

覧
で

き
な

い
よ

う
に

す
る

。
�

・
保

存
期

間
は

紙
媒

体
と

同
様

と
す

る
。

�
評

価
�

基
本

は
�年

毎
に

、
加

え
て

関
係

機
関

と
の

支
援

会
を

開
催

し
た

と
き

な
ど

、
必

要
に

応
じ

て
適

宜
行

う
。

�
様

式
に

つ
い

て
�

「
つ

な
が

る
ノ

ー
ト

」
な

ど
既

に
活

用
し

て
い

る
個

別
の

教
育

支
援

計
画

の
様

式
が

あ
る

場
合

は
、

そ
れ

ら
の

活
用

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

に
留

意
す

る
。

ま
た

、
様

式
に

限
ら

ず
、

個
別

の
教

育
支

援
計

画
作

成
、

活
用

の
趣

旨
は

同
一

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

家
庭

や
関

係
機

関
と

の
連

携
に

向
け

、
効

果
的

な
活

用
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
。

�
※

改
訂

箇
所

：「
押

印
」

の
削

除
。「

保
管

の
仕

方
」

の
欄

に
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
表

記
。

�
�
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作成日 年 月 日 （ ） 記入者名 （参加者名） ・ ・ )

個 別 の 指 導 計 画

（

氏名・学年 　 ・  年

【高知県教育委員会の示している様式例】

子どもの実態 考えられる背景・要因 長期目標・短期目標 指導方法（手立て） 主な指導の場 子どもの変容・評価

評価計画
（ＰＤＣＡ）

保護者・
本人の願い

担任の願い

学習面

生活・
行動面

社会性
対人関係

その他
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既存の情報を有効に活用する�

最後に取組を進める上で活用できる冊子等を紹介します。ほとんどの内容はホームページ等から

ダウンロードが可能ですので、校内における特別支援教育の推進等にも活用してください。�
�

ライフスキルサポートブック～� よりよく生きるために� ～� ������

提供元� 高知県教育委員会� 特別支援教育課�

提供方法�

・Ｗｅｂ上にＰＤＦ形式データを掲載�

（�������������������������������������������������������������）�
�

対人関係を上手に築いていくためのソーシャルスキルを含む、将来一人で生活を送っていくこと

ができるためのスキル、『ライフスキル』を身に付けるためのテキストです。子ども自身がこのサ

ポートブックに目を通し、考えながら必要なスキルを身に付けることができるようになっていま

す。�

����

ライフスキルトレーニングの授業作り� 実践事例集�

提供元� 高知県教育委員会� 特別支援教育課�

提供方法�

・Ｗｅｂ上にＰＤＦ形式データを掲載�

（��������������������������������������������������������������）�

「ライフスキルサポートブック」の指導項目ごとに指導案の事例を示し、新たな教材を含め、同

サポートブックに掲載されている教材の効果的な活用についてまとめた実践事例集です。�

�

58 59



特別支援学級・通級による指導における「自立活動」実践事例集�

提供元� 高知県教育委員会� 特別支援教育課�

提供方法�

・Ｗｅｂ上にＰＤＦ形式データを掲載�

（ ）�

�

通級による指導を担当する教員にとって、専門性を身に付ける上で、個々の障害による学習上又

は生活上の困難を改善・克服するための指導である自立活動の考え方を理解することがまず必要で

す。本冊子には、県内で実際に行われている実践事例を多数掲載しています。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

すべての子どもが「分かる」「できる」授業づくりガイドブック【改訂版】�

提供元� 高知県教育委員会� 特別支援教育課�

提供方法�

・Ｗｅｂ上にＰＤＦ形式データを掲載�

（ ）�

�

�

発達障害のある生徒をはじめ、学習につまずきがちな生徒にとって、ユニバーサルデザインに基

づく「分かる」「できる」授業は、一人一人の特性に応じた様々な学び方が選べる授業となり、ど

の生徒にとっても、学習の確かな理解と定着をもたらします。本ガイドブックには、有効な支援方

法等が掲載されています。�

�

�

�

�

�

�

�

�
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特別支援学級・通級による指導における「自立活動」実践事例集�

提供元� 高知県教育委員会� 特別支援教育課�

提供方法�

・Ｗｅｂ上にＰＤＦ形式データを掲載�

（ ）�

�

通級による指導を担当する教員にとって、専門性を身に付ける上で、個々の障害による学習上又

は生活上の困難を改善・克服するための指導である自立活動の考え方を理解することがまず必要で

す。本冊子には、県内で実際に行われている実践事例を多数掲載しています。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

すべての子どもが「分かる」「できる」授業づくりガイドブック【改訂版】�

提供元� 高知県教育委員会� 特別支援教育課�

提供方法�

・Ｗｅｂ上にＰＤＦ形式データを掲載�

（ ）�

�

�

発達障害のある生徒をはじめ、学習につまずきがちな生徒にとって、ユニバーサルデザインに基

づく「分かる」「できる」授業は、一人一人の特性に応じた様々な学び方が選べる授業となり、ど

の生徒にとっても、学習の確かな理解と定着をもたらします。本ガイドブックには、有効な支援方

法等が掲載されています。�

�

�

�

�

�

�

�

�
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インクルＤＢ（インクルーシブ教育システム構築支援データベース）�

情報提供元� 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所�

情報提供方法�

�

・Ｗｅｂ上に掲載� （ ）�

�

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所は障害のある子どもの教育の充実・発展に寄与する

ため、昭和 �� 年に文部省直轄の研究所として設置された機関です。研究活動や研修事業を実施

するとともに、Ｗｅｂ（������������������������）等を通じて様々な情報発信を行ってお

り、その一つがこの『インクルＤＢ』です。�

『インクルＤＢ』にはインクルーシブ教育システム構築へ向けた相談コーナーや法令・施策

等の用語解説コーナーなど様々な有益な情報が掲載されていますが、特に「合理的配慮」実践事

例データベースは全国の園、学校から集められた実践例が掲載されており、一人一人の子ども

に提供できる合理的配慮を検討する上で参考にできます。�

令和３年 �� 月末段階では ��� の事例が紹介されていますが、今後も事例は追加されていきま

す。是非一度閲覧いただき、目の前の子どもにできる合理的配慮の提供を含め、指導・支援の

参考としてください。�

�

�

�
�

対象児童生徒の障害種、�

学校種、学年を入力していく

ことで実践事例を閲覧できま

す。�

（ＰＤＦ形式データによるダウ

ンロードも可能です。）�
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インクルＤＢ（インクルーシブ教育システム構築支援データベース）�

情報提供元� 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所�

情報提供方法�

�

・Ｗｅｂ上に掲載� （ ）�

�

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所は障害のある子どもの教育の充実・発展に寄与する

ため、昭和 �� 年に文部省直轄の研究所として設置された機関です。研究活動や研修事業を実施

するとともに、Ｗｅｂ（������������������������）等を通じて様々な情報発信を行ってお

り、その一つがこの『インクルＤＢ』です。�

『インクルＤＢ』にはインクルーシブ教育システム構築へ向けた相談コーナーや法令・施策

等の用語解説コーナーなど様々な有益な情報が掲載されていますが、特に「合理的配慮」実践事

例データベースは全国の園、学校から集められた実践例が掲載されており、一人一人の子ども

に提供できる合理的配慮を検討する上で参考にできます。�

令和３年 �� 月末段階では ��� の事例が紹介されていますが、今後も事例は追加されていきま

す。是非一度閲覧いただき、目の前の子どもにできる合理的配慮の提供を含め、指導・支援の

参考としてください。�

�

�

�
�

対象児童生徒の障害種、�

学校種、学年を入力していく

ことで実践事例を閲覧できま

す。�

（ＰＤＦ形式データによるダウ

ンロードも可能です。）�
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� �

� �
� 本冊子作成にあたっては「いらすとや」のイラストを利用しました。�

�
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